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2 北島学長ニュース

3 第14回風花祭 大田原キャンパス

4 関連職種連携教育

6 海外研修
オーストラリア・ベトナム・中国・韓国／英語研修

9 小田原キャンパスレポート 第12回
10 福岡天神キャンパスレポート 第2回
11 大川キャンパスレポート 第17回

12 Topics & Columns
作業療法学科 林先生「国民の健康勲章」／言語聴覚学科「2年生
総合演習」／看護学科「公開学習会」／看護学科「結ネットワーキ
ング計画　第3報」／視機能療法学科「教員研修会」／視機能療法
学科「栃木県視能訓練士勉強会」／〈コラム〉私の主張 第13回
「不思議な日本の若者達」（福岡看護学部 講師 永井あけみ）／医療
福祉・マネジメント学科「イブニングタイム」／医療福祉・マネジ
メント学科 医療経営戦略セミナー／医療福祉・マネジメント学科
3年生実習報告会／〈コラム〉サークル紹介「第8回VIOLA」

16 施設インフォメーション
〈国際医療福祉大学病院〉栃木県防災館を訪問

〈国際医療福祉大学塩谷病院〉救急車運用講習

〈三田病院〉院内研修会・心肺蘇生訓練研修会

〈熱海病院〉第41回熱海病院院内学術懇話会・第14回院内感染防
止対策講習会

〈山王病院〉山王メディカルセンター開設

〈化研病院〉職員のスキルアップに向けて

〈高木病院〉「ジャパン・マンモグラフィーサンデー」キャンペーン

〈福岡山王病院〉健康講座と院内見学・カテーテルアブレーション
100例達成

19 情緒障害児短期治療施設起工式／大谷名誉顧問「ひか
りの足跡」／〈コラム〉私のおすすめ本 第13回「34
歳でがんはないよね？」（医療福祉学部学部長　丸木
一成）

20 黒岩教授ご紹介／医療福祉チャンネル774／
お知らせ IUHW Hot News

＊風花祭の写真は写真部の協力をいただきました

大 田 原 キ ャ ン パ ス

K A Z A H A N A - S A I

第14回
10月17日（土）・18日（日）の２日間、
大田原キャンパスにて大学祭「風花祭」が行われました。
今年のテーマは「ＤＩＳＣＯＶＥＲＹ　～新たなＩＵＨＷを～」。
学生もご来場いただいた方も、
みなさんが新しい自分を見つけられるように！
そんな願いがこめられた２日間でした。

□ 10月3日

『第14回長與又郎賞』を受賞
第68回日本癌学会学術総会にて、長年にわた
り癌の臨床を目指した先端的な研究に取り組み、
いち早くロボット工学を用いた手術技法の導入
などに尽力した功績。
※長與又郎： 1904年（明治37年）東京帝国大学医科大
学（現在の東京大学医学部）卒業。ドイツのフライブ
ルク大学留学後、東京帝国大学の病理学教授。夏目漱
石の主治医。癌研究所や日本癌学会を設立し、癌の解
明に努力。1941年、死の前日に医学への貢献により
男爵となる。1996年、日本癌学会は長與又郎賞（長
與賞）を設立。

□ 10月11日

米国外科学会名誉会員の称号を
授与される
授与式は、シカゴで開催された米国外科学会

（American College of Surgeons）年次大会
初日に行われた。ACSは1913年に創設され、
正会員（Fellow）76,000名を超える世界最大
の外科系学会。名誉会員の称号は外科領域で特
に功績のあった者に付与され、1913年、英国
王立外科学会会長のSir Rickman Godleeが受
賞して以来、今年の5名を含め418名に授与さ
れている。日本ではわずか9名で、私立大学では
北島学長のみ。
既に英国イングランド王立外科学会（Royal

College of Surgeons of England）、ドイツ外科
学会（German Surgical Society）の他、多くの
学会より名誉会員の称号を贈られており、類い
稀なる快挙である。

□ 11月6日

特別講演『新しい医学教育　低侵襲
個別化がん治療とチーム医療』
日本記者クラブ会議室（日本プレスセンター

10階）で行われた日本医学ジャーナリスト協会
主催の定例会にて講演。参加者は医療ジャーナ
リストなど約50名。自身が医学を志すことにな
ったきっかけや、時代を超えて内視鏡手術を予
見していた福沢諭吉先生の話、産学連携による
医療機器の進歩、実際の遠隔手術の様子などを
紹介した。さらには、先日、大田原キャンパス
で行われた「関連職種連携ワーク」での学生の
発表内容にも触れ、「チーム医療」の重要性を訴
えた。是非、本学の学生にも聞いてほしい内容
だった。

北島学長ニュース
［2009年10月～11月］2009 O c t o b e r

風花祭

模擬店│おいしい食べ物はもちろん、看板や装
飾にも工夫を凝らし、笑顔と元気でお客様に接
していました。

屋内展示│サークルごとの演奏や発表・展示が
行われ、学生も楽しく熱心に応対していました

オープンキャンパス│大学祭と同時に開催されたため、高校生以外の
一般の方やお子さんの姿もあり、各学科の体験コーナーは大にぎわい
でした

ステージ│太陽の陽ざしをいっぱいに浴びた昼間のラ
イブステージから、幻想的な照明を受けた夜のダンス
パフォーマンスまで、学生の熱気で一日中満たされて
いました。

■ 実行委員長　ＳＴ２年　古川穂波

この「第14回風花祭」が多くの人に楽しんでいただけたら、
とても嬉しく思います。至らない点が多く、たくさんの方々
にご迷惑をおかけしましたが、みなさんのご協力のお陰で
無事に終えることができました。
本当にありがとうございました。

10月17日（土）・18日（日）の２日間、
大田原キャンパスにて大学祭「風花祭」が行われました。
今年のテーマは「ＤＩＳＣＯＶＥＲＹ　～新たなＩＵＨＷを～」。
学生もご来場いただいた方も、
みなさんが新しい自分を見つけられるように！
そんな願いがこめられた２日間でした。
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本
学
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
取
組
み
は
平
成
一
一
年

に
「
関
連
職
種
連
携
論
（
講
義
）」
を
開

講
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

平
成
一
五
年
に
は
「
関
連
職
種
連
携
実
習
」

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
し
、
平
成
一
八
年
度

か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

病
院
や
施
設
で
チ
ー
ム
医
療
・
ケ
ア
に
関
す
る

臨
床
実
習
を
受
け
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
ま

だ
四
年
生
全
員
が
履
修
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

今
回
レ
ポ
ー
ト
し
た
「
関
連
職
種
連
携
論
連

携
ワ
ー
ク
」
は
、
本
年
度
か
ら
「
関
連
職
種
連

携
論
」
の
授
業
時
間
枠
を
拡
大
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

学
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
は
「
関
連
職
種
連
携
論
（
講
義
）」、

「
関
連
職
種
連
携
論
連
携
ワ
ー
ク
」、「
関
連
職

種
連
携
実
習
」
へ
と
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
医
療
福
祉
分
野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
種
が
高
度
化
・
専
門
化
す
る
一
方
、
患
者
や

利
用
者
に
は
全
人
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
変
化
の
中
で
は
、
医
療
職
と
福
祉
職
が
連
携

し
て
現
場
で
ひ
と
つ
ず
つ
問
題
を
解
決
し
て
い

く
能
力
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

本
学
は
、
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
、

様
々
な
学
部
学
科
が
横
断
的
に
連
携
し
て
「
学

生
の
う
ち
か
ら
チ
ー
ム
医
療
・
ケ
ア
」
を
学
ぶ

最
良
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
他
職
種
を
目

指
す
学
生
や
教
員
と
積
極
的
に
討
議
し
、
患
者

中
心
の
チ
ー
ム
医
療
・
ケ
ア
へ
の
深
い
理
解
を

身
に
つ
け
た
学
生
が
多
く
巣
立
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

（
東
京
事
務
所
　
広
報
室
）

5 IUHW 2009.11.27

「
連
携
ワ
ー
ク
」
は
六
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
夏
休
み
や
大

学
祭
な
ど
を
挟
み
な
が
ら
、
学
生
は
時
間
を
調

整
し
な
が
ら
協
働
す
る
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て

体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
発
表
の
中
で
「
自

分
の
時
間
を
譲
り
合
っ
て
」
と
表
現
し
た
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
印
象
的
で
し
た
。

午
前
の
部
は
、
開
会
宣
言
・
趣
旨
説
明
の
あ

と
、
八
二
の
グ
ル
ー
プ
が
一
一
の
班
に
分
か
れ
、

指
定
教
室
で
の
「
発
表
会
」
と
那
須
ア
ス
リ
ー

ナ
体
育
館
で
の
「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
に

移
り
ま
し
た
。

「
発
表
会
」
は
、
テ
ュ
ー
タ
ー
の
教
員
に
よ
る

進
行
の
も
と
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
研
究
成
果
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
、
五
分
間
の
口
頭

発
表
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。

「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
多
く
の
学
生

に
と
っ
て
、
お
そ
ら
く
初
め
て
体
験
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
も
、
テ
ュ
ー
タ
ー
の

教
員
に
よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
各
グ
ル
ー

プ
と
も
順
番
に
二
〜
三
名
の
説
明
者
を
決
め
、

訪
れ
た
学
生
や
教
員
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
は
積
極
的
に
他
の
グ

ル
ー
プ
の
ポ
ス
タ
ー
を
訪
ね
て
意
見
を
交
わ
し
、

理
解
を
深
め
る
と
い
う
態
度
は
今
後
の
課
題
に

な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
・
説
明
を
受
け
て
、
学
生
の

班
内
投
票
に
よ
り
「
班
代
表
グ
ル
ー
プ
」
を
決

定
す
る
投
票
が
行
な
わ
れ
、
午
前
の
部
を
終
了

し
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
、
引
き
続
き
「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
行
っ
て
い
る
体
育
館
の
一
角
に
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
各
班
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
発
表
会
」
が
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
質
疑
応
答
を
含
め
て
七
分
間
の
口

頭
発
表
で
す
。
審
査
員
は
、「
関
連
職
種
連
携
実

習
」
を
履
修
し
た
４
年
生
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学

生
審
査
員
と
、
北
島
学
長
や
教
務
委
員
の
他
、

外
部
評
価
者
と
し
て
栃
木
県
立
黒
磯
高
等
学
校

の
塩
野
谷
英
彦
校
長
を
加
え
た
特
別
審
査
員
の

方
々
で
す
。
発
表
の
時
間
が
迫
る
に
つ
れ
、
緊

張
を
隠
し
切
れ
な
い
学
生
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
さ
す
が
に
各
班
か
ら
選
抜
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
だ
け
に
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
自
信
を
も
っ

て
歯
切
れ
の
良
い
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
敢
闘
賞
（
６
）、
学
生
賞
（
１
）、

学
長
賞
（
１
）、
優
秀
賞
（
２
）
が
発
表
さ
れ
、

最
後
に
最
優
秀
賞
（
１
）
と
し
て
、
８
２
班
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
『
関
連
職
種
連
携
の
現
状
と
課
題
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
来
賓
の
塩
野
谷

英
彦
校
長
か
ら
全
体
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た

賞 受賞した班 タイトル
最優秀賞 ８２班Ａグループ 関連職種連携の現状と課題
優秀賞 ３４班Ａグループ 職種間の壁を越えて～高齢かつ糖尿病併発の患者～
優秀賞 ５１班Ａグループ 入院から在宅生活へ「自分らしく生きる」を支える連携
学長賞 ６２班Ｂグループ パーキンソン病におけるチームアプローチ
学生賞 １０１班 脳梗塞患者に対するチームアプローチ
敢闘賞 １４班 退院後のＱＯＬ向上に向けた支援
敢闘賞 ２２班Ａグループ 脳外傷の大学生の在宅復帰への支援
敢闘賞 ４３班 医療・福祉の質向上を目指して
敢闘賞 ７４班Ａグループ 発達障害児の就学支援
敢闘賞 ９３班Ａグループ 学業復帰を目指した医療・保健・福祉
敢闘賞 １１１班 糖尿病管理が必要な高齢者

関連職種連携論「連携ワーク」発表会　代表グループ審査結果

冒頭、趣旨説明をする藤田教務委員長賞状を受ける時は、自然発生的に全員が学長と握手

審査結果の発表が終わり、笑顔が戻った11グループの代表者

「
関
連
職
種
連
携
論
連
携
ワ
ー
ク
」
発
表
会

冒頭、趣旨説明をする藤田教務委員長

体育館でのポスターセッション

10月24日（土）、「関連職種連携論連携ワ
ーク」発表会が、大田原キャンパスで実施
されました。これは、在学中にチーム医療
を学ぶという、本学の特徴的な教育カリキ
ュラム「関連職種連携論」の一環として行
われるもので、二年生を主体とした904名
の学生が82のグループに分かれ、グループ
活動を通じてチーム医療・ケアの基礎とな
る連携技能の修得を目指します。

最優秀賞を受けた８２班Ａグループの発表

ポスターセッションで学長の訪問を受ける

質疑応答に参加する学長

「関連職種連携論 連携ワーク」
発 表 会

i n  ŌT A W A R A  C a m p u s



生
達
は
目
指
す
べ
き
先
輩
の
姿
を
目
に
焼
き
つ
け

た
で
し
ょ
う
。

最
終
日
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
日
本

総
領
事
館
よ
り
菊
地
様
の
ご
出
席
を
賜
り
、
学
生

が
一
生
懸
命
折
っ
た
千
羽
鶴
を
贈
呈
、
ア
オ
ザ
イ

を
着
用
し
て
の
交
流
を
通
し
て
、
お
世
話
に
な
っ

た
病
院
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
精
一
杯
の
お
礼
を
し

ま
し
た
。

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
ハ
イ
研
修
部
長
や
ビ
ッ
グ

副
研
修
部
長
、
看
護
部
長
さ
ん
や
ヒ
エ
ン
さ
ん
（
本

校
看
護
学
科
元
留
学
生
）
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様

に
温
か
な
支
援
を
頂
い
た
こ
と
に
深
く
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
穏
や
か
な
民
族
で
あ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
の

人
々
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
う
悲
し
い
歴
史
を
背

負
っ
た
土
地
で
の
研
修
は
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

ど
こ
か
で
こ
の
研
修
の
恩
返
し
が
残
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
ま
し
た
大

学
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科

田
島
　
由
莉
子

交
通
事
情
、
生
活
環
境
な
ど

の
目
に
見
え
る
日
本
と
の
明
ら

か
な
違
い
に
驚
か
さ
れ
た
。
食

文
化
に
お
い
て
は
、
飲
料
水
の

確
保
も
ま
ま
な
ら
ず
、
食
事
の

味
付
け
に
も
と
ま
ど
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

病
院
実
習
で
は
、
ま
ず
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
脳
外
科
、
リ

ハ
ビ
リ
室
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
救
急
外
来
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
、
四
日
間
に
渡
り
、
各
病
棟
で

実
習
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
清
拭
や
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
の
計
測
な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ
室
で
は
、
Ｍ

Ｍ
Ｔ
や
肺
理
学
療
法
な
ど
、
脳
外
科
で
は
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
の
計
測
や
子
供
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を

体
験
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
伝

統
衣
装
で
あ
る
「
ア
オ
ザ
イ
」
を
着
て
、
お
に
ぎ

り
や
白
玉
を
作
り
、
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
ベ

ト
ナ
ム
と
の
文
化
交
流
を
し
た
。

病
院
見
学
の
他
に
、
休
日
を
利
用
し
、
ク
チ
ト

ン
ネ
ル
や
ベ
ン
タ
ン
市
場
、
ド
ン
コ
イ
通
り
、
メ

コ
ン
川
な
ど
観
光
地
に
行
っ
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
医

療
や
文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

C
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>
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>

>
>

>
>

中
国

「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
中
国
研
修
を
終
え
て
　

福
岡
看
護
学
部
教
員
　
中
西
順
子

中
国
研
修
の
メ
ン
バ
ー
は
大
田
原
校
か
ら
六
名
、

小
田
原
校
か
ら
七
名
、
教
員
二
名
の
計
十
五
名
で
、

当
日
成
田
空
港
で
顔
合
わ
せ
を
し
、
出
発
と
な
っ

た
。
北
京
空
港
で
は
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
の
出
迎
え
を
受
け
、
翌

日
か
ら
学
生
は
中
国
語
と
英
語
と
日
本
語
の
入
り

混
じ
っ
た
環
境
で
実
習
が
始
ま
っ
た
。
今
回
の
実

習
は
他
の
大
学
と
同
時
に
行
わ
れ
、
学
生
同
士
の

交
流
も
で
き
た
。
学
生
は
実
習
の
中
で
、
セ
ン
タ

ー
の
研
修
生
や
本
学
に
留
学
し
て
い
た
卒
業
生
か

ら
「
自
ら
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て
影
響
を

受
け
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
日
本
大
使
館
、
中
国
科

学
院
微
生
物
研
究
所
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
北

京
市
按
摩
病
院
で
の
本
場
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
な

ど
、
海
外
研
修
な
ら
で
は
の
経
験
に
よ
り
自
分
た

ち
が
こ
れ
か
ら
目
指
す
道
が
見
え
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
実
習
以
外
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
を
観
光
す
る
こ
と
で
中

国
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
得
、
そ
の
こ

と
で
中
国
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

日
本
を
理
解
す
る
役
に
も
立
っ
て
い
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
流
暢
で
も
な
い

中
国
語
と
英
語
を
駆
使
し
、
国
際
交
流

を
実
践
し
て
い
く
学
生
た
ち
を
み
る

と
、
本
学
の
目
指
す
学
生
像
を
あ
ら
た

め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
経
営
管
理
学
科

二
年
　
山
田
絢
加

私
は
中
国
研
修
に
参
加
し
て
日
本
と

中
国
の
医
療
体
制
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
双
方
の
管
理
体
制
の
違
い
の
一
つ
は
、

医
療
に
関
す
る
知
識
を
備
え
た
事
務
職
員
が
病
院

管
理
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
日

本
よ
り
中
国
の
方
が
管
理
業
務
を
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
一
つ
と
し
て
重
要
視
し
て
お
り
、
管
理
業
務

に
携
わ
る
者
は
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
Ｎ
Ｓ
、
Ｐ

Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
と
い
う
専
門
知
識
を
持
つ
者
が
病
院
の

管
理
・
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
医

療
に
つ
い
て
医
師
と
ほ
ぼ
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
に
中
国
研
修
で
は
文
化
や
医
療
現
状
を
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、
学
科
の
違
う
学
生
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
違
う
学
生
、
学
部
の
違
う
先
生
方
、
埼
玉
医

科
大
学
の
学
生
・
先
生
方
、
中
国
で
働
く
日
本
人

の
方
な
ど
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
生
か
せ

る
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
共
に
研
修
を
し
た
仲

間
が
で
き
、
本
当
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
学
生
が
海
外
研
修
へ
参
加

す
る
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
教
員

森
　
真
喜
子

輝
く
太
陽
、
白
い
砂
浜
と
青
い
海
…
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
で
私
達
一
行
を
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
そ
の
ま
ま
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
お
さ
ま
り

そ
う
な
美
し
い
景
色
で
あ
っ
た
。
今
年
度
か
ら
、

各
家
庭
二
名
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
か
ら
一
名
ず
つ

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
英
語
で
表
現
し

た
こ
と
が
相
手
に
伝
わ

る
喜
び
を
体
験
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
は
格
段
に
増

え
る
が
、
初
日
は
不
安

も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
を

見
事
に
乗
り
越
え
た
参

加
メ
ン
バ
ー
の
清
々
し

い
笑
顔
に
出
会
う
た

び
、
一
人
一
人
の
潜
在

的
な
能
力
に
対
す
る
信

頼
度
を
増
し
て
い
っ

た
。
施
設
見
学
で
は
、

時
に
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
相
手
に
自
分
の
現
在

の
興
味
・
関
心
に
つ
い
て
伝
え
、
さ
ら
に
見
た

い
部
門
を
希
望
す
る
熱
心
さ
を
見
せ
る
な
ど
、

主
体
的
に
行
動
を
起
こ
す
意
欲
に
感
動
を
覚
え
、

将
来
、
国
際
社
会
で
責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す

で
あ
ろ
う
彼
ら
の
輝
か
し
い
未
来
を
垣
間
見
た

思
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
意
義
深
い
研
修

を
全
員
無
事
で
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

国
際
室
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
に
よ
る

事
前
準
備
か
ら
研
修
中
に
至
る
ま
で
の
こ
ま
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
と
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
の
理
解
あ
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
賜
物
と
、

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

国
際
感
覚
と
新
し
い
視
点
を
得
た
大
切
な
経
験

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
経
営
管
理
学
科
四
年
　

石
田
　
祐
太

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
前
は
、
初
め
て
日
本

を
離
れ
る
不
安
と
、
新
し
い
地
に
足
を
踏
み
入
れ

る
期
待
と
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
現
地
で
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
や
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
先
生
方
に
支
え
ら
れ
、

充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

私
が
一
番
印
象
深
か
っ
た
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
制
度
と
し
て
定
め
て
い
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
で

あ
る
。
全
て
の
国
民
が
等
し
く
医
療
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
制
度
の
核
に
あ
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
と

呼
ば
れ
る
公
的
医
療
制
度
で
あ
る
。
日
本
の
国
民

健
康
保
険
制
度
の
よ
う
に
、
保
険
料
の
一
部
を
個

人
が
負
担
し
、
残
り
は
国
の
負
担
に
よ
り
医
療
が

受
け
ら
れ
る
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

公
立
病
院
で
の
入
院
費
や
診
察
・
治
療
費
は
無
料

で
あ
る
。

最
後
に
、
一
八
人
の
メ
ン
バ
ー
と
引
率
の
先
生

方
、
現
地
で
の
多
く
の
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、

こ
の
研
修
が
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
世
界
の
広
さ

と
文
化
の
違
い
を
強
く
感
じ
、
視
野
を
広
く
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
な
に
よ
り

の
お
土
産
で
あ
る
。
一
期
一
会
を
大
切
に
し
、
こ

れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
医
療
従
事

者
と
し
て
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
。

V
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>
>
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>
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>

ベ
ト
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
　
海
外
保
健
福
祉
事
情
研
修

保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
教
員
　
岩
闢
和
代

八
月
二
日
〜
一
四
日
、
一
七
名
の
生
徒
と
二
名

の
教
員
が
参
加
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
チ
ョ
ー
ラ

ー
病
院
と
小
児
リ
ハ
ビ
リ
病
院
、
地
方
の
総
合
病

院
の
三
つ
の
施
設
で
臨
床
見
学
や
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

研
修
の
基
幹
病
院
で
あ
る
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で

は
放
射
線
治
療
ユ
ニ
ッ
ト
の
見
学
、
日
々
の
研
修

で
は
理
学
療
法
室
、
脳
神
経
外
科
病
棟
･
小
児
病

棟
、
脳
神
経
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
の
三

か
所
を
二
〜
三
日
ず
つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し

た
。
理
学
療
法
室
で
は
来
院
さ
れ
る
患
者
様
の
リ

ハ
ビ
リ
見
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
脳
神
経

外
科
病
棟
で
は
女
性
患
者
様
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
測
定
、
脳
神
経
外
科
小
児
病
棟
で
は
入
院
児
と

の
遊
び
（
大
切
な
ケ
ア
で
す
）、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は

呼
吸
器
を
装
着
し
た
患
者
様
へ
の
全
身
清
拭
や
経

管
栄
養
を
必
要
と
す
る
患
者
様
に
対
す
る
流
動
食

注
入
前
の
胃
へ
の
空
気
音
の
確
認
な
ど
、
貴
重
な

臨
床
技
術
を
経
験
し
ま
し
た
。

研
修
一
週
間
目
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
疑

い
で
一
名
の
学
生
が
隔
離
病
棟
に
入
院
し
ま
し
た
。

陰
性
が
確
認
さ
れ
翌
日
の
夕
方
に
は
無
事
退
院
し

ま
し
た
が
、
四
〇
度
の
発
熱
や
下
痢
等
、
慣
れ
な

い
異
国
で
の
研
修
に
身
体
が
適
応
す
る
ま
で
に

多
々
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
、
し
か
し
、
研
修
二
週
目

に
入
る
と
一
七
名
が
活
発
に
臨
床
研
修
に
励
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
か
ら
本
学
作
業
療

法
学
科
の
林
由
美
子
先
生
に
健
康
勲
章
が
贈
ら
れ
、

そ
の
授
賞
式
に
出
席
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
学

6

海外研修2009 A u s t r a l i a ,  V i e t n a m ,  C h i n a ,  K o r e a ,  E n g l i s h  C a m p
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0
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韓
国

卒
業
研
究
「
韓
国
研
修
」

保
健
医
療
学
部
放
射
線
・
情
報
科
学
科
教
員

山
本
智
朗

韓
国
の
放
射
線
技
師
を
養
成
す
る
教
育
機
関
と

大
学
病
院
の
実
情
を
研
修
す
る
た
め
、
九
月
六
日

〜
九
日
、
卒
業
研
究
生
九
名
と
共
に
訪
韓
し
た
。
短

期
間
な
た
め
予
定
が
び
っ
し
り
の
研
修
だ
っ
た
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
問
題
も
な
く
無
事
に
実
施
で

き
た
。
研
修
を
通
じ
、
韓
国
の
学
生
の
強
い
向
上

心
、
医
療
水
準
の
高
さ
を
実
体
験
で
き
た
と
思
う
。

参
加
学
生
か
ら
二
名
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

韓
国
研
修
を
経
験
し
て

保
健
医
療
学
部
放
射
線
・
情
報
科
学
科
四
年
　

坂
田
裕
実
子

韓
国
ソ
ウ
ル
に
あ
る
高
麗
大
学
と
延
世
大
学
セ

ブ
ラ
ン
ス
病
院
へ
研
修
に
行
っ
た
。
初
め
て
高
麗

大
の
学
生
や
延
世
大
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
の
方
々
と

お
会
い
す
る
と
き
は
、
き
ち
ん
と
話
せ
る
だ
ろ
う

か
と
と
て
も
緊
張
し
た
が
、
実
際
に
会
う
と
、
緊

張
し
て
い
る
私
た
ち
を
気
遣
い
、
色
々
話
し
か
け

て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
あ
る
高
麗
大
生
は
日

本
に
興
味
を
持
っ
て
独
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
、
ス

ラ
ス
ラ
と
日
本
語
で
会
話
を
し
て
く
れ
た
。
勿
論
、

英
語
も
相
当
な
実
力
で
あ
り
、「
興
味
を
持
っ
て
そ

れ
を
実
行
に
移
し
、
結
果
を
伴
わ
せ
る
」
こ
と
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
こ
な
し
て
い
る
韓
国
の
学
生
、

ま
た
、
一
日
の
平
均
外
来
数
が
約
九
千
人
と
い
う

中
で
、
焦
る
こ
と
な
く
確
実
に
検
査
を
行
う
セ
ブ

ラ
ン
ス
病
院
の
方
々
に
尊
敬
の
念
を
覚
え
る
と
共

に
、
私
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
良
い
刺
激

を
こ
の
韓
国
研
修
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

韓
国
研
修
に
参
加
し
て

保
健
医
療
学
部
放
射
線
・
情
報
科
学
科
四
年

川
口
琴
美

今
回
の
韓
国
研
修
で
は
、
延
世
大
学
セ
ブ
ラ
ン

ス
病
院
お
よ
び
高
麗
大
学
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
研
修
の
中
で
、
特
に
文
化
の
違
い
を
肌

で
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
で
は

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
室
に
は
患
者
様
が
出

入
り
す
る
ド
ア
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
出
入
り
す
る
た

め
の
ド
ア
の
二
つ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
セ
ブ

ラ
ン
ス
病
院
の
検
査
室
に
は
そ
の
よ
う
な
区
分
け

さ
れ
た
ド
ア
は
な
く
、
患
者
様
も
ス
タ
ッ
フ
も
同

じ
ド
ア
か
ら
出
入
り
し
て
い
た
。
患
者
様
は
待
合

室
か
ら
装
置
の
操
作
室
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
各
検

査
室
に
入
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
ぶ
り
は
丸

見
え
で
あ
っ
た
。

日
本
で
は
、
患
者
様
に
操
作
室
を
見
せ
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
文
化
の

違
い
に
よ
っ
て
、
検
査
室
の
構
造
も
違
っ
て
く
る

こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。
ま
た
現
地
の
学
生
と
の

交
流
も
あ
り
、
様
々
な
良
い
刺
激
を
沢
山
受
け
、
四

日
間
と
い
う
短
い
研
修
だ
っ
た
が
、
大
変
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
。

English
Camp

>>>>>>

英
語
研
修

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の
英
語
研
修

毎
年
、
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

英
語
研
修
が
九
月
の
夏
季
休
暇
中
に
実
施
さ
れ
、
一

年
生
三
一
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

日
本
国
内
で
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
や
生
活
様
式
を
体

験
し
、
実
生
活
で
は
英
語
を
使
う
機
会
が
少
な
い

学
生
た
ち
に
、
英
語
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
学
で
行

わ
れ
る
事
前
事
後
の
授
業
、
福
島
県
の
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
実
施
さ
れ
る
三
泊
四
日
の
英
語

研
修
を
含
め
る
と
計
六
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。参

加
し
た
理
由
は
、
英
語
学
習
を
主
な
目
的
と

し
な
が
ら
も
、
単
位
が
取
れ
る
、
友
達
が
参
加
す

る
か
ら
、
海
外
に
は
行
け
な
い
が
国
内
な
ら
安
心
、

な
ど
様
々
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で

は
、
異
文
化
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
授
業
も
全

て
英
語
で
実
施
さ
れ
る
。
放
射
線
・
情
報
科
学
科

の
吉
田
昌
弘
さ
ん
は
「
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
通
し
て
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
り
、
他

学
科
か
ら
の
参
加
学
生
と
も
打
ち
解
け
た
」
と
話

す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
そ
の
成
果

と
し
て
参
加
学
生
、
語
学
教
育
部
の
教
員
を
前
に

全
員
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
が
、
同
学
科
の
ハ
ン

ニ
ト
ン
さ
ん
は
「
夜
中
ま
で
ス
ピ
ー
チ
指
導
を
し

て
く
れ
た
先
生
方
に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
」
と

本
学
引
率
教
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。
薬

学
科
の
佐
藤
健
太
郎
さ
ん
は
、「
英
語
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
先
生
方
や
大
学
の
同
志
達
と
同
じ
時

を
過
ご
す
事
が
出
来
た
の
が
私
に
と
っ
て
最
高
の

財
産
」
と
語
っ
た
。
英
語
を
通
し
て
友
情
の
輪
を

広
げ
、
深
め
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
経
験
は
、
参
加
学
生
に

少
な
か
ら
ず
変
化
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
看

護
学
科
の
橋
本
麻
美
さ
ん
は
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
「
英
語
に
対
す
る
学
習
意
欲
が
一

層
増
し
た
」
と
言
う
。
ま
た
、
放
射
線
・
情
報
科

学
科
の
黒
川
有
紀
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
海
外
で
も

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
は

し
な
か
っ
た
が
、
今
度
は
自
分
か
ら
英
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

堂
々
と
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
参
加
者
の
姿
か

ら
は
、
当
初
の
よ
そ
よ
そ
し
い
不
安
そ
う
な
表
情

を
思
い
出
す
の
が
難
し
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
参
加
者
が
得
た
も
の
の
大

き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
・
語
学
教
育
部
）

8

ODAWARA Campus report 小田原キャンパスレポート
s    s    s    s    s 12第12回

参
加
者
と
共
に

〜
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
』
開
催
〜

小
田
原
保
健
医
療
学
部
で
は
八
月
一
日

（
土
）
・
二
日
（
日
）
・
八
日
（
土
）
・
二
二

（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。

今
年
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
が
、

高
校
生
や
保
護
者
、
学
校
・
協
会
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
が
参
加
し
た
結
果
、
昨
年
の
動
員
を

上
回
る
こ
と
が
出

来
た
。

当
日
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
二
〇
一
〇
年

度
の
入
試
概
要
説

明
を
は
じ
め
、
先

輩
か
ら
の
受
験
ア

ド
バ
イ
ス
、
新
宿

セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る

入
試
対
策
講
座
等
な
ど
入
学
試
験
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
詳
し
く
説
明
を

し
た
り
、
自
ら
の
体
験
談
を
参
加
者
の
前
で
発

表
し
た
り
し
た
。

ま
た
、
各
学
科
で
は
、
教
員
や
数
多
く
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
模
擬
授
業
を
行
い
、
体
験

入
学
で
は
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
在
学
生
に

よ
る
学
生
生
活
・
受
験
相
談
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
日
頃
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い

器
具
の
使
い
方
や
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
疑
問
を
学
生
に
問
い
か
け
、
学
生
も

日
頃
の
学
習
成
果
を
参
加
者
に
丁
寧
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
た
。
（
学
務
課
今
井
清
健
）

海
外
保
健
福
祉
事
情
　

一
〇
月
一
八
日
（
日
）
十
三
時
よ
り
、
潮
風

祭
の
催
し
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
海
外
保
健

福
祉
事
情
・
海
外
研
修
参
加
者
に
よ
る
研
修
報

告
会
が
行
わ
れ
た
。

海
外
保
健
福
祉
事
情
は
毎
年
前
期
に
開
講
し

て
い
る
講
義
で
あ
り
、
学
生
は
事
前
講
義
を
受

け
た
後
、
海
外
研
修
を
受
け
、
現
地
の
医
療
・

福
祉
機
関
で
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
各

施
設
利
用
者
の
ケ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
の
手
伝
い
を

通
じ
て
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
に
触
れ
国
際
感

覚
を
涵
養
す
る
。
今
年
は
二
三
名
の
学
生
が
履

修
し
、
う
ち
一
八
名
が
夏
休
み
を
利
用
し
て
中

国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三
カ
国

に
て
研
修
を
受
け
た
（
残
り
五
名
は
来
年
一
月

に
ハ
ワ
イ
に
て
研
修
を
受
け
る
予
定
）。

報
告
会
は
、
一
般
の
来
場
者
も
聴
講
す
る
中

行
わ
れ
た
。
潮
風
祭
の
準
備
等
、
多
忙
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
係
ら
ず
、
こ
の
日
の
た
め
に
計

画
を
進
め
て
き
た
学
生
達
は
、
若
干
緊
張
し
た

様
子
な
が
ら
も
、
時
に
笑
い
を
交
え
、
時
に
真

剣
に
、
海
外
で
学
び
体
験
し
た
事
を
発
表
し
て

い
た
。
学
生
達
に
は
こ
の
研
修
で
学
び
体
験
し

た
事
を
活
か
し
、
未
来
へ
と
は
ば
た
い
て
欲
し

い
。

（
学
務
課
加
納
正
基
）

初
め
て
全
学
年
が
揃
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ
う
、

と
い
う
思
い
を
込
め
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

学

科
・
学
年
の
垣
根
を
越
え
、
潮
風
祭
実
行
委
員
の

メ
ン
バ
ー
を
軸
に
、
全
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
行

わ
れ
た
今
回
の
潮
風
祭
は
、
例
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。

屋
台
で
食
べ
物
を
売
る
学
生
、
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
、
学
生
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
を
も
楽
し
ま
せ

た
学
生
、
学
科
紹
介
で
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る

学
生
。
楽
し
み
方
や
、
一
般
の
方
の
も
て
な
し
方

は
担
当
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
全

員
が
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
に
潮
風

祭
へ
参
加
し
て

い
た
。

ま
た
、
例
年

好
評
の
熱
海
病

院
に
出
展
し
て

頂
い
て
い
る

『
血
液
サ
ラ
サ

ラ
選
手
権
』
も

学
生
の
催
事
に

負
け
な
い
ぐ
ら

い
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

終
了
後
、
学
生
達
の
表
情
に
は
疲
れ
の
色
が
見

え
た
が
、
そ
れ
以
上
に
達
成
感
が
満
ち
溢
れ
て
い

た
よ
う
に
思
え
、
始
ま
る
前
よ
り
も
、
凛
々
し
く

見
え
た
。

（
学
務
課
下
田
岳
史
）

今
年
の
潮
風
祭
テ
ー
マ
は
『
出
航
』。

一
〇
月
一
七
・
一
八
日
の
両
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
第
四
回
潮
風
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
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福
岡
看
護
学
部
准
教
授

下
舞
紀
美
代

ほ
の
か
に
香
る
金
木
犀
の
風
に
、
灯
火
親
し

む
季
節
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
る
。
福
岡
看

護
学
部
の
一
期
生
た
ち
は
、
一
〇
一
人
分
の
個

性
が
弾
け
る
音
が
聴
こ
え
て
き
そ
う
な
兵
ぞ
ろ

い
で
あ
る
。
学
生
委
員
の
私
は
、
足
並
み
を
そ

ろ
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
は
み
る
が
、
そ
の
元
気

に
つ
い
て
行
け
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

い
き
な
り
学
生
が
一
枚
の
紙
切
れ
を
持
っ
て
き

た
。
福
岡
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
応
募
用
紙
で

あ
る
。

〝
そ
う
か
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
た
の
か

な
あ
〞
と
思
い
、
学
生
の
笑
顔
に
私
も
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
を
返
し
た
。
学
生
は
さ
ら
な
る
笑

顔
で
、「
先
生
も
大
会
に
出
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
。〝
え
っ
、
何
事
。
私
は
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
の

前
の
横
断
歩
道
で
さ
え
疲
れ
る
の
で
、
走
ら
ず

次
の
青
信
号
を
待
つ
人
間
。
無
理
〞
と
頭
の
中

で
自
然
に
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。「
無
理
、
応

援
に
行
く
」
と
教
員
ら
し
く
凛
と
し
て
断
っ
た
。

は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
強
引
と
も
い
え
る

誘
い
に
つ
い
の
っ
て
し
ま
い
参
加
を
決
意
し
た
。

七
月
中
旬
の
暑
い
最
中
、
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
、

一
〇
月
四
日
、
学
生
と
五
㎞
を
走
っ
た
。
学
生

は
驚
く
ほ
ど
速
く
、
小
田
学
部
長
は
カ
メ
ラ
を

持
参
し
路
上
で
待
機
し
て
い
た
が
、
写
真
に
収

ま
っ
た
の
は
私
と
一
人
の
学
生
だ
け
で
あ
っ
た
。

走
り
終
わ
っ
た
後
の
学
生
の
額
に
流
れ
る
汗
は
、

荒
立
つ
呼
吸
苦
に
耐
え
な
が
ら
も
完
走
し
た
者

に
し
か
な
い
輝
き
を
放
っ
て
い
た
。〝
秋
の
快
晴

に
あ
る
太
陽
に
負
け
な
い
天
神
の
星
た
ち
、
君

た
ち
が
い
た
か
ら
私
は
走
れ
た
〞
と
思
わ
ず
呟

い
た
。

そ
の
天
神
の
星
た
ち
は
、
今
、
連
翔
祭
（
大

学
祭
）
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て

原
稿
を
書
い
て
い
る
私
の
研
究
室
に
も
、
個
性

弾
け
る
複
数
の
音
が
駆
け
抜
け
て
い
く
。〝
様
子

を
見
に
行
こ
う
か
、
い
や
何
も
手
出
し
し
て
は

い
け
な
い
、
そ
う
だ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
あ
っ

た
こ
れ
を
差
し
入
れ
に
行
こ
う
、
ジ
ュ
ー
ス
も

買
う
か
？
　
長

居
は
禁
物
、
口

を
出
し
た
く
な

る
〞
と
思
っ
た

時
に
は
も
う
エ

レ
ベ
ー
タ
に
乗

っ
て
い
た
。
学

生
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
数
名
の
学
生

が
準
備
に
追
わ

れ
て
い
た
。
私

の
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
の
『
テ
ン
』
と
『
ジ
ン
』

が
学
生
の
話
を
聴
い
て
い
る
。〝
入
学
し
て
半
年

な
の
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
ね
、
テ
ン
〞〝
最

後
ま
で
や
り
通
せ
る
か
な
、
ジ
ン
〞〝
動
か
ず
だ

ん
ま
り
か
〞

学
生
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

い
う
声
に
背
中
を
押
さ
れ
見
守
り
に
徹
す
る
。

こ
れ
も
ま
た
辛
抱
が
い
る
。
ま
だ
、
個
性
は
ぶ

つ
か
り
合
い
、
不
協
和
音
の
色
合
い
を
隠
せ
な

い
。
し
か
し
、
個
性
と
い
う
音
に
耳
を
傾
け
、

心
を
啓
く
そ
の

日
を
私
は
信
じ

て
い
る
。

四
年
後
に
は
、

こ
の
天
神
の
星

た
ち
が
ア
ル
ペ

ジ
オ
を
奏
で
る

よ
う
に
、
一
〇

〇
の
豊
か
な
個

性
の
和
音
と
な

り
、
人
の
心
を

癒
し
灯
を
と
も

す
日
を
夢
み
、

わ
が
人
生
に
悔
い
な
し
と
胸
を
張
る
。

第
一
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

四
月
の
開
学
以
降
の
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ

も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
み
せ
始
め
た
七
月
、
広

報
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
行
う
の
も
初
め
て
の
こ
と
、
何
を
行
え

ば
い
い
の
か
、
ど
の
く
ら
い
参
加
者
が
い
る
の
か
、

す
べ
て
手
探
り
の
状
況
の
中
で
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
日
、
福

岡
県
は
未
曽
有
の
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
天
神

キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
は
ま
る
で
泥
川
と
な
り
、
水

没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

開
催
は
と
う
て
い
不
可
能
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
雨
も
や
み
、
水
も
引
い
た
た
め
、
予

定
通
り
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
福
岡
市

周
辺
の
交
通
機
関
が
寸
断
さ
れ
た
状
況
で
、
ど
の

く
ら
い
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
か
、
誰
も
予
想
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
蓋
を
開
け
て

み
る
と
、
予
約
者
は
も
ち
ろ
ん
、
飛
び
込
み
の
参

加
者
も
多
数
来
場
し
、
大
盛
況
と
な
っ
た
の
で
し

た
。参

加
者
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
夏
休
み
中
の
、
し

か
も
大
嵐
の
翌
日
に
も

関
わ
ら
ず
駆
け
つ
け
て

手
伝
い
を
し
て
く
れ
た

十
数
名
の
在
校
生
た
ち

の
働
き
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て

も
初
め
て
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
積
極

的
に
来
場
の
高
校
生
と
交
流
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
第
一
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
な
か
な
か

の
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
降
、
二

回
目
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
在
校
生
コ
ー

ナ
ー
は
大
人
気
。
さ
ら
に
、
裏
方
の
仕
事
も
手
伝

っ
て
く
れ
た
り
と
、
依
頼
し
た
こ
と
以
外
の
仕
事

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

在
校
生
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
初
回
か

ら
そ
ん
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
し
て
く

れ
た
彼
ら
に
次
回
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
部
　
藤
田
祐
子
）
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大
川
福
祉
家
具
研
究
開
発
協
議
会
発
足

福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
は
、
大
川

家
具
工
業
会
、

大
川
市
と
共
同

で
「
大
川
福
祉

家
具
研
究
開
発

協
議
会
（
以
下

「
協
議
会
」）
を

発
足
さ
せ
ま
し

た
。「
家
具
の
街
」

で
あ
る
大
川
市
と
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る

国
際
医
療
福
祉
大
学
ら
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
日
本
経
済
新
聞
（
九
月
一
五
日
付
）
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
自
立
し
て
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
自
立
支
援
型
の
家
具
の
共
同

開
発
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
精
通
し

た
専
門
家
で
あ
る
家
具
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
（
案
内

人
）
の
養
成
も
行
う
予
定
で
す
。

大
川
市
木
工
ま
つ
り
で
展
示

協
議
会
は
こ
の
た
び
、
今
年
で
六
〇
回
目
の
開

催
と
な
る
〝
家
具
、
建
具
の
生
産
日
本
一
〞
の
ま

ち
大
川
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
川
木
工
ま
つ
り
」

（
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
〜
一
二
日
（
月
）
開
催
）

に
出
展
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
ア

シ
ス
ト
レ
グ
を
取
り
外
す
こ
と
で
作
業
や
休
憩
に

も
兼
用
で
き
る
椅
子
や
、
畳
の
部
屋
で
も
配
管
せ

ず
に
使
用
で
き
る
給
排
水
付
き
の
「
ミ
ニ
手
洗
い
」

な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
自
立
し
て
生
活
し
や

す
い
自
立
支
援
型
の
家
具
が
多
数
展
示
さ
れ
、
会

場
内
を
行
き
交
う
人
々
の
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

「
家
具
の
町
、
大
川
」
の
再
生
に
向
け
、
前
進

で
す
。

（
入
試
広
報
部
　
望
月
　
秀
樹
）

元
培
科
技
大
学
視
察
団
来
学

七
月
一
七
日
（
金
）、
一
八
日
（
土
）
の
二
日

間
、
本
学
と
交
流
協
定
関
係
に
あ
る
元
培
科
技
大

学
の
視
察
団
（
団
長
、
蔡
雅
賢
副
学
長
、
教
職
員

一
三
名
、
学
生
二
〇
名
）
が
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
・
福
岡
看
護
学
部
を
訪
れ
ま
し
た
。

元
培
科
技
大
学
は
台
湾
の
医
療
専
門
職
を
中
心

に
様
々
な
専
門
職
を
養
成
す
る
大
学
で
す
。

視
察
団
は
一
七
日
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
を
訪
れ
、
学
内
施
設
の
見
学
や
交
歓
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

交
歓
会
で
は
、
本
学
学
生
や
教
職
員
と
元
培
大

学
の
視
察
団
の
み
な
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

英
語
を
使
っ
て
、
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
大
学
生

活
や
大
学
で
の
勉
強
内
容
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
両
学
の
学
生
は
最
初
、
ぎ
こ
ち
な

い
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
交
歓
会
が
終
わ
る
頃

に
は
肩
を
組
ん
で
話
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る

な
ど
、
非
常
に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
し
た
。

翌
一
八
日
に
は
福
岡
看
護
学
部
を
訪
問
。
福
岡

看
護
学
部
の
学
生
は
バ
ン
ド
演
奏
や
演
舞
を
披
露

し
、
視
察
団
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

（
入
試
広
報
部
　
横
溝
　
公
紀
）

大
川
市
代
表
者
懇
談
会

七
月
三
〇
日
（
木
）、
大
川
市
役
所
を
会
場
に

大
川
市
と
本
学
の
代
表
者
に
よ
る
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
毎
年
一
回
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。
大

川
市
か
ら
植
木
光
治
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
課
長

の
み
な
さ
ま
、
本
学
か
ら
高
木
邦
格
理
事
長
、
満

留
昭
久
副
学
長
、
各
学
科
長
な
ど
、
総
勢
一
九
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
か
ら
は
学
生
の
動
向
や
入
試
結
果
、
大
川

樟
風
高
校
と
の
高
大

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
毎
年
恒
例
に
な

っ
て
い
る
市
民
公
開

講
座
等
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
、

街
づ
く
り
や
交
通
に

関
す
る
要
望
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
川
市
か
ら
は
、
市
の
様
々
な
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
や
、
大
学
か
ら
の
要
望
事
項
に
対
す
る
措

置
状
況
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
教
職

員
へ
の
保
健
・
福
祉
施
策
に
対
す
る
協
力
要
請
や
、

学
生
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
参
加
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
最

後
に
は
今
後
も
密
接
に
連
携
し
て
大
川
市
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
入
試
広
報
部
　
横
溝
　
公
紀
）

今
年
も
好
評
、
市
民
公
開
講
座

地
域
の
み
な
さ
ま
を
対
象
に
医
療
、
福
祉
、
健

康
に
関
わ
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
解
説
す
る

「
市
民
公
開
講
座
」。
本
年
度
も
八
月
一
日
よ
り
全

四
回
に
わ
た
り
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
前
半
を
高
齢
者
の
方
々
に
関
す
る

問
題
、
後
半
を
子
ど
も
の
発
育
に
関
わ
る
問
題
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

八
月
一
日
、『
大
川
市
民
夏
ま
つ
り
』
と
日
を

同
じ
く
し
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
講
座
は
、
理

学
療
法
学
科
中
原
雅
美
講
師
が
「
高
齢
者
の
転
倒

予
防
に
つ
い
て
―
転
ば
ぬ
先
の
予
防
の
知
識
―
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

中
原
講
師
は
高
齢
者
の
身
体
的
な
特
徴
や
転
倒

や
骨
折
を
招
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
後
、
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
の
体

操
を
、
実
演
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

八
月
二
九
日
に
は
、
福
岡
看
護
学
部
の
波
止
千

恵
講
師
が
講
演
。「〝
認
知
症
〞
を
正
し
く
理
解
し

て
み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

認
知
症
の
予
防
や
、
周
囲
の
協
力
を
得
て
、
認
知

症
と
上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
方

法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
座
も
好
評
で
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
体
操
の
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
、
母

に
や
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
（
四
〇
代
女

性
）」、「
今
後
は

（
認
知
症
の
）
母
親

と
の
会
話
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
四
〇
代
女
性
）」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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Ａ
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ｇ
ｉ
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産
学
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連
携
は
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ま
る
！

17第17回



な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
母
校

を
た
ず
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
か
ら
の
ご
連

絡
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

残
暑
の
中
、
八
月
二
七
日
〜
二
八
日
の
二
日

間
に
亘
り
「
日
本
視
能
訓
練
士
養
成
施
設
連
絡

協
議
会
第
二
回
教
員
研
修
会
」
が
視
機
能
療
法

学
科
を
事
務
局
と
し
て
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
現
代
の
若
者
の
抱

え
る
問
題
と
そ
の
対
応
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
、
本
学
大
学
院
臨
床
心
理
士
の
小

林
真
理
子
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
代
の
若
者
へ
の
特
徴
や
対
応
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
日
々
の
学
生

指
導
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
科
目
の
目
標
を
達
成

す
る
為
に
効
果
的
な
指
導
を
確
実
に
実
行
す
る
」

と
い
う
共
通
認
識
の
下
、
専
門
課
程
の
指
導
教

案
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
継
続
参
加
者
の

経
験
も
手
伝
っ
て
短
時
間
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に

作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
各
グ
ル

ー
プ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
新
人
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
そ
の
真
面
目
な
取
り
組
み
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
経
験
を
重
ね
た
グ
ル
ー
プ
の
授
業
案
は
よ

り
具
体
的
に
、
さ
ら
に
は
学
生
に
理
解
を
促
す

た
め
の
効
果
的
な
仕
掛
け
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
是
非
実
行
し
て
み
た
い
教
案
ば
か
り

で
し
た
。
和
や
か
さ
と
発
表
会
の
意
見
交
換
で

の
緊
張
感
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
養
成
教
員
全

体
の
教
育
力
向
上
と
共
通
認
識
構
築
に
向
け
、

精
力
的
に
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
第
二
回
視
能
訓
練
士
養
成
施
設
教

員
研
修
会
」
開
催

九
月
十
日
（
木
）、
栃
木
県
視
能
訓
練
士
勉
強
会

が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

栃
木
県
視
能
訓
練
士
勉
強
会
は
、
平
成
十
八
年

に
発
足
し
た
視
能
訓
練
士
の
学
術
技
能
の
研
鑽
を

目
的
と
し
た
会
で
あ
る
。
活
動
は
年
二
回
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
容
は
講
演
・
実
技
研
修
・
症
例

検
討
な
ど
様
々
で
あ
る
。

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
乱
視
の
矯
正
に
用
い
ら

れ
る
『
ト
ー
リ
ッ
ク
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
』
に
つ

い
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
株

式
会
社
よ
り
五
十
嵐
良
広
氏
を
招
き
、
講
演
を
賜

っ
た
。

視
能
訓
練
士
に
と
っ
て
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

は
眼
鏡
と
並
び
、
屈
折
矯
正
の
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
最
近
は
素
材
に
シ
リ
コ
ー

ン
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
を
用
い
る
な
ど
、
需
要
に
応
じ

た
高
性
能
・
高
機
能
な
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
開
発

さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
の
処
方
に
は
高

度
な
光
学
知
識
を
要
し
、

特
に
『
ト
ー
リ
ッ
ク
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
』
に
は
、

幾
つ
も
の
要
素
を
念
頭
に

置
き
適
正
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
講
演
は
、
ト
ー
リ
ッ
ク
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
光
学
的
特
性
を
考
慮
し
た
レ
ン
ズ
の
選
択

方
法
や
素
材
に
よ
る
性
質
の
違
い
な
ど
学
術
的
な

話
か
ら
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ま
で
幅
広
く
、
参
加

者
の
満
足
度
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
勉
強
会
を
通
じ
、
今
後
地
域
主
導
の
卒

後
教
育
の
機
会
を
多
く
設
け
、
生
涯
学
習
が
で
き

栃
木
県
視
能
訓
練
士
勉
強
会
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本
学
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
し
た
「
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
障

害
当
事
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
通
し
た
身
体
障

害
者
支
援
事
業
」（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力

事
業
・
二
〇
〇
六
年
一
月
〜
二
〇
〇
八
年
十
二

月
）
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
務
め
た
林
由
美
子
先
生
（
作
業
療
法
学
科
）

が
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
か
ら
「
国
民
の
健
康
勲
章
」

を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
保
健
大
臣
か
ら
国
民
の

健
康
促
進
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

八
月
五
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
チ
ョ
ー
ラ

イ
病
院
で
叙
勲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
受
章
は
、
本
学
高
木
理
事
長
及
び
谷

名
誉
学
長
の
ご
理
解
の
も
と
教
員
二
八
名
が
ベ

ト
ナ
ム
に
短
期
滞
在
し
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
成
果
に
よ
り
い
た

だ
け
た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆

作
業
療
法
学
科
の
林
由
美
子
先
生

ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
か
ら

「
国
民
の
健
康
勲
章
」
を
受
章

さ
ん
に
は
、
異
文
化
に
触
れ
る
勇
気
を
も
っ
て

世
界
に
視
野
を
広
げ
て
卒
業
後
に
海
外
で
活
動

す
る
本
学
卒
業
生
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

本
学
科
で
は
、
四
年
間
を
通
じ
て
臨
床
技
術

に
関
す
る
学
習
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
各
学
年

で
は
必
ず
そ
の
関
連
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

去
る
九
月
十
日
か
ら
二
十
六
日
の
期
間
に
二

年
生
の
総
合
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

（
障
害
領
域
別
）
に
分
か
れ
、
言
語
聴
覚
セ
ン
タ

ー
に
て
学
科
教
員
の
臨
床
見
学
や
患
者
さ
ん
と

の
会
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
行
い
、

適
切
な
臨
床
記
録
の
と
り
方
や
症
状
の
把
握
を

行
い
ま
し
た
。
事
後
に
は
個
人
で
「
臨
床
見
学

か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
を
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
で

は
専
門
的
な
視
点
か
ら
話
し
合
い
、「
①
症
状
・

タ
イ
プ
分
類
、
②
グ
ル
ー
プ
毎
の
課
題
、
③
Ｉ

Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
捉
え
方
、
④
言
語
聴
覚
士
の
役

割
、
⑤
自
分
た
ち
の
課
題
」
に
つ
い
て
発
表
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
患
者
さ
ん
と
の

心
理
的
な
距
離
感
・
向
き
合
い
方
か
ら
会
話
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
ま
で
種
々
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
講
義
で
学
ん
だ
知
識

を
実
際
の
臨
床
と
統
合
さ
せ
る
等
、
体
系
的
な

学
習
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
グ
ル

ー
プ
内
で
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
の
役
割
や
自

分
達
に
と
っ
て
の
課
題
を
話
し
合
っ
た
こ
と
は
、

今
後
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
質
疑
応
答
の
際
、
徐
々
に
自
発
的
な
挙
手

が
増
え
て
い
っ
た
点
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
質
疑
応
答
を
含
め
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

言
語
聴
覚
学
科

「
二
年
生
総
合
演
習
」

ョ
ン
能
力
は
、
学
生
時
代
か
ら
何
ら
か
の
形
で

経
験
し
、
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
は
学
生
が
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
段

階
的
に
習
得
し
て
い
く
過
程
の
一
部
分
で
あ
り
、

二
年
生
の
後
期
以
降
の
学
習
意
欲
を
多
い
刺
激

す
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

（
言
語
聴
覚
学
科
准
教
授
　
前
新
直
志
）

看
護
学
科
で
は
毎
年
、
公
開
学
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
会
は
、
看
護
学
科
の
知

的
資
源
を
地
域
の
人
々
に
還
元
す
る
と
い
う
趣

旨
で
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
テ
ー
マ
を
「
ス
ト
レ
ス
を
ナ
ー

シ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
に
変
え
る
」
と
し
、
九
月
十

二
日(

土)

に
行
い
ま
し
た
。
毎
日
臨
床
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
看
護
師
を
対
象
に
、「
看
護
師
が
感

じ
る
ス
ト
レ
ス
」
と
題
し
て
、
当
学
科
の
今
井

が
ス
ト
レ
ス
の
種
類
や
コ
ー
ピ
ン
グ
に
関
し
て
、

体
験
を
も
と
に
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
当

大
学
薬
学
部
長
・
武
田
弘
志
先
生
か
ら
は
「
ス

ト
レ
ス
医
学
研
究
の
最
前
線
」
を
、
そ
し
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
所
長
の
栗

原
英
彰
先
生
か
ら
は
「
Ｉ
Ｑ
・
Ｅ
Ｑ
・
Ｓ
Ｑ
の

基
礎
知
識
」
を
、
そ
れ
ぞ

れ
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

急
な
秋
雨
の
降
る
寒
い

日
で
し
た
が
、
六
十
四
名

の
参
加
者
は
講
師
の
熱
弁

に
聞
き
入
リ
ま
し
た
。

（
看
護
学
科
　
今
井
栄
子
）

看
護
学
科
が
公
開
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
二
期
生
と
し
て

本
学
科
を
卒
業
し
、
現
在
、
看
護
学
科
リ
ク
ル

ー
ト
係
と
し
て
活
動
し
て
い
る
阿
久
津
梢
で
す
。

こ
の
係
の
目
だ
ま
は
、
発
足
し
て
か
ら
今
年
で

四
年
目
に
な
る
、「
結
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
計

画
」
で
す
。
こ
の
計
画
の
主
な
内
容
は
、
卒
業

生
が
本
学
大
学
院
進
学
や
教
員
と
し
て
の
道
を

開
き
、
母
校
の
発
展
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
場

を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
開
学
か
ら
十

四
年
、
卒
業
生
の
数
が
増
え
、
結
ネ
ッ
ト
の
参

加
者
が
年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
係
と
し
て
の

活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
発
足
さ
れ
る
前
に
卒
業
さ
れ
た

方
達
か
ら
も
、
参
加
し
た
い
と
い
う
連
絡
を
多

数
い
た
だ
い
て
お
り
、
活
動
の
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
卒
業
生
か
ら
は
、

『
将
来
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
の
で
、

情
報
を
得
る
た
め
に
参
加
し
た
い
』、『
教
員
と

し
て
活
躍
し
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
』、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
こ
の
計
画
の
こ
と
を
知
り
、
近
況
報
告

を
兼
ね
て
連
絡
を
く
だ
さ
る

卒
業
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。私

が
卒
業
し
て
か
ら
十
年

が
経
ち
ま
す
。
そ
の
間
、
世

の
中
の
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
本
学
も
学
部
・
学
科
が

増
え
さ
ら
に
外
壁
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

看
護
学
科
　
結
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
計
画
　
第
三
報

「
結
ネ
ッ
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
る

卒
業
生
の
声
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s
ト
ピッ
ク
ス

今
年
の
四
月
、
福
岡
看
護
学
部
が
開
学
し
て

早
く
も
七
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

不
安
と
期
待
を
胸
に
入
学
し
て
き
た
で
あ
ろ
う

新
入
生
達
は
、
今
で
は
大
学
生
活
に
も
慣
れ
、

顔
つ
き
も
大
人
び
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。都

市
型
の
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
周
囲
に
草

木
や
花
が
少
な
く
、
少
し
寂
し
い
感
も
あ
り
ま

す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
学
生
の
集
合
す
る
場

で
は
、
彼
ら
が
着
こ
な
す
色
と
り
ど
り
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
笑
い
声
、
話
し
声
で
華
や
い
だ
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
オ
シ
ャ
レ

上
手
な
彼
ら
を
見
る
に
つ
け
、
う
ん
十
年
前
に

大
学
生
で
あ
っ
た
私
た
ち
教
員
は
「
私
た
ち
っ

て
、
も
っ
と
ダ
サ
く
な
か
っ
た
？
も
う
少
し
お

イ
モ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
・
・
・
」

と
、
ま
さ
に
時
代
の
違
い
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て

い
る
し
だ
い
で
す
。

服
装
は
そ
の
人
ら
し
さ
を
表
現
す
る
手
段
の

一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
言
葉
で
自
分
の

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
事
は
誰
に
と
っ
て
も
難

し
く
、
そ
れ
な
り
の
訓
練
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
レ
ポ
ー
ト
書
き
や

人
前
で
の
発
表
な
ど
、
ま
だ
練
習
を
始
め
た
ば

か
り
の
一
年
生
で
す
が
、
自
分
ら
し
い
服
や
小

物
を
身
に
つ
け
た
彼
ら
は
、
と
て
も
あ
か
ぬ
け

て
見
え
、
そ
の
意
味
で
自
分
を
表
現
す
る
こ
と

が
上
手
で
す
。
あ
と
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
た
服

装
の
選
択
や
挨
拶
な
ど
の
マ
ナ
ー
が
自
然
に
態

度
に
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
鬼
に
金
棒
で
す
。

そ
の
よ
う
な
事
を
少
し
心
配
し
て
は
い
る
の

で
す
が
、
し
か
し
日
本
の
若
者
た
ち
は
と
て
も

不
思
議
で
す
。
一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
一
年
に

帰
国
す
る
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
看
護
師
と

し
て
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
勤
め
て
い

た
ド
ク
タ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス
に
日
本
の
留
学
生
が

よ
く
受
診
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
頭
を

キ
ン
キ
ラ
キ
ン
に
染
め
、
露
出
度
の
高
い
シ
ャ

ツ
や
ル
ー
ズ
パ
ン
ツ
な
ど
、
一
瞬
「
う
っ
！
」

と
思
え
る
よ
う
な
い
で
た
ち
で
現
れ
ま
す
が
、

診
察
用
ガ
ウ
ン
は
脱
ぐ
と
き
ち
ん
と
た
た
み
ベ

ッ
ド
の
上
に
置
い
て
帰
っ
て
い
く
の
で
す
。
ガ

ウ
ン
は
次
の
人
に
は
使
わ
な
い
の
で
、
通
常
脱

い
だ
ま
ま
の
も
の
を
私
達
が
片
付
け
て
い
た
の

で
す
が
。
良
い
悪
い
は
別
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ

人
や
他
の
国
の
方
で
こ
の
よ
う
な
行
動
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
今
年
の
夏
、
台
湾
の
元
培
大
学
と
の
交

流
会
で
も
一
つ
不
思
議
な
光
景
を
目
に
し
ま
し

た
。
言
葉
は
全
く
通
じ
な
い
の
に
何
故
か
会
は

盛
り
上
が
り
、
見
送
り
の
際
に
は
互
い
に
ハ
グ

し
合
っ
て
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ

れ
は
相
手
を
お
も
て
な
し
し
よ
う
と
す
る
心
や

大
切
に
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
相
手
に
通
じ
な

け
れ
ば
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
出
来
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
が
潜
在
的
に
持
つ
パ
ワ
フ

ル
な
力
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
若
者
達
が
無
意
識
に
行

っ
て
い
る
細
や
か
な
配
慮
が
で
き
る
能
力
や
潜
在

的
に
持
つ
底
力
を
何
と
か
し
て
彼
ら
自
身
に
気
付

か
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm
施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

当
院
で
は
九
月

二
七
日
（
日
）
に

防
災
委
員
会
主
催

で
栃
木
県
防
災
館

（
宇
都
宮
市
）
を

訪
問
し
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

災
害
に
つ
い
て
体

験
を
し
な
が
ら
学

習
で
き
る
施
設

で
、
一
五
名
（
職

員
一
三
名
、
家
族

二
名
）
の
参
加
者

が
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
実
施
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
内
容
】

一
、
概
要
説
明

防
災
館
解
説
員
の
方
よ
り
本
施
設
の
概
要
に
つ

い
て
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
詳
し
く
伺
っ
た
。

二
、
ビ
デ
オ
視
聴

阪
神
大
震
災
に
被
災
し
た
方
の
体
験
談
が
つ
づ

ら
れ
て
い
た
。
災
害
は
本
当
に
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。

三
、
煙
迷
路
体
験

煙
が
充
満
し
迷
路
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
室

内
か
ら
誘
導
灯
に
従
っ
て
脱
出
体
験
を
し
た
。

煙
が
濃
く
前
が
全
く
見
え
な
い
な
か
避
難
す
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

四
、
地
震
体
験

震
度
７
ま
で
の
地
震
を
体
験
し
た
。
装
置
に
は

関
東
大
震
災
の
と
き
の
揺
れ
方
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
揺
れ
の
継
続
時
間
が
大

変
長
く
、
震
災
の
大
き
な
被
害
に
も
納
得
で
き

た
。

五
、
大
風
体
験

風
速
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
風
を
体
験
で
き
、

斜
め
で
も
立
っ
て
い
ら
れ
る
く
ら
い
の
風
を
体

験
し
た
。
こ
れ
に
雨
も
加
わ
っ
た
ら
大
変
な
こ

と
だ
と
感
じ
た
。

五
、
大
雨
体
験

貸
し
出
さ
れ
た
合
羽
を
身
に
着
け
て
豪
雨
を
体

験
し
た
。
万
全
の
防
備
を
し
て
も
濡
れ
て
し
ま

う
く
ら
い
の
激
し
さ
で
あ
っ
た
。

六
、
館
内
展
示
見
学

栃
木
の
災
害
や
地
震
、
火
災
、
風
水
害
を
解
説

す
る
パ
ネ
ル
や
、
防
災
グ
ッ
ズ
が
展
示
し
て
あ

り
、
平
成
一
〇
年
の
那
須
水
害
に
つ
い
て
の
資

料
も
多
く
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
地
元
で
大
き
な

水
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
思
い
出
さ
れ
た
。

体
験
は
非
常
に
リ
ア
ル
で
し
た
。
ま
た
楽
し
い

も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
体

験
学
習
と
は
い
え
こ
の
体
験
の
有
無
が
本
当
の
災

害
に
遭
遇
し
た
と
き
、
対
応
の
差
に
な
る
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
体
験
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。
来
年
度
以

降
も
何
回
か
見
学
会

を
企
画
し
、
職
員
の

防
災
意
識
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

防
災
委
員
会
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

当
院
で
は
十
月
一
日
付
け
で
、
自
前
の
救
急

車
の
運
用
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

救
急
車
本
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
の
下

旬
に
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
運
用
の
ま
で
の
二
か

月
半
の
間
、
救
急
外
来
運
営
委
員
会
を
中
心
に

車
内
設
備
の
充
足
と
規
程
の
作
成
、
運
用
講
習

会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
、
救
急
車
運
用
講
習
に
つ
い
て
は
、
院

内
を
あ
げ
て
救
急
車
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
三
日
間
に
分
け
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
が
、
総
勢
一
〇
〇
名
超
の
職
員

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
救
急
車
に
触
れ
る
職
員
が
多
く
、
講

師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
救
急
外
来
運
営
委
員

会
委
員
長
の
一
瀬
副
院
長
の
説
明
を
真
剣
に
聞

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
サ
イ

レ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
と
き
は
、
あ
の
乾

い
た
勘
高
い
音
に
一
同
と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
昇
降
の
練
習
も
実

施
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
で
は
、
一
見
、

簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
ス
ト
レ
ッ
チ

ャ
ー
に
人
間
が
乗

る
と
、
と
て
も
重

く
、
自
由
が
利
き

ま
せ
ん
。
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
を
救
急

車
に
乗
せ
る
際
に

は
、
何
度
も
勢
い

を
つ
け
て
は
や
り

直
し
の
連
続
。
救

急
車
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
降
ろ
す
際
も
、

勢
い
余
っ
て
乗
っ
て
い
る
人
を
落
と
し
そ
う
に

な
る
な
ど
、
現
実
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
そ

ん
な
中
で
も
、
触
れ
て
い
る
う
ち
に
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
取
扱
い
を
さ
れ
て
い

る
職
員
も
多
々
お
り
ま
し
た
。

講
習
会
を
経
て
、
実
際
の
救
急
車
出
動
は
十

月
二
日
の
午
後
。
当
院
患
者
様
を
国
福
病
院
へ

転
院
さ
せ
る
た
め
の
出
動
と
な
り
ま
し
た
。
あ

ら
か
じ
め
、
出
動
す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た

も
の
の
、
不
安
も
大
き
く
、
病
棟
の
看
護
師
の

方
た
ち
に
も
応
援
い
た
だ
き
、
何
と
か
、
救
急

車
に
患
者
様
を
乗
せ
て
、
国
福
病
院
に
向
け
て

発
車
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
緊
急
を
要
す
る
患

者
様
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
サ
イ
レ
ン
な
し
で

搬
送
し
ま
し
た
が
、
こ
の
四
日
後
、
二
回
目
の

出
動
で
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
患
者

様
を
国
福
病
院
へ
と
搬
送
し
ま
し
た
。

地
域
も
当
院
の
救
急
車
に
は
期
待
を

寄
せ
て
お
り
、
当
院
と
し
て
も
そ
の
期

待
に
こ
た
え
る
べ
く
、
引
続
き
救
急
車

運
用
講
習
の
み
受
講
者
に
、
再
度
講
習

を
開
く
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
職
員

が
、
救
急
車
の
運
用
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

IUHW 2009.11.2715

る
環
境
づ
く
り
を
率
先
し
て
行
う
こ
と
が
、
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

新
学
科
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
主

催
に
よ
る
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座
「
賢
く

使
お
う
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
が
十
月
八
日
よ

り
八
回
シ
リ
ー
ズ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

新
学
科
の
特
徴
は
「
医
療
」、「
福
祉
」、「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
の
融
合
。
今
回
の
講
座
は
こ
の
新
学

科
の
特
色
を
活
か
し
、
複
雑
な
医
療
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
実
際
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
医
療
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
関
わ
る
制
度
・
お
金
の
仕
組
み
や
、
多

様
な
医
療
福
祉
専
門
職
の
存
在
と
そ
の
「
活
用
方

法
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

賢
く
使
う
知
識
を
身
に
つ
け
て
頂
く
こ
と
が
今
回

の
講
座
の
趣
旨
で
し
た
。

第
一
回
の
北
島
政
樹
学
長
の
講
義
で
は
、
最
先

端
の
が
ん
治
療
に
お
け
る
医
学
技
術
の
進
歩
を
学

ん
だ
上
で
、
良
い
病
院
と
は
技
術
や
実
績
を
持
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
中
心
の
医
療
を
展

開
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
第

二
回
の
講
義
で
は
、
丸
木
学
科
長
、
小
林
副
学
科

長
よ
り
、
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
使
え
る
制
度

や
第
三
者
評
価
等
の

医
療
福
祉
情
報
の
利

用
法
な
ど
が
話
さ

れ
、
様
々
な
情
報
に

振
り
回
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
医
療
・
福

祉
制
度
の
仕
組
み
を

よ
く
知
り
、
私
た
ち

イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座

「
賢
く
使
お
う
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
開
催

が
主
体
的
に
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
賢
く
使
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
執
筆
時
点
で
は
、
ま
だ
二
回
の
講
座

が
終
わ
っ
た
所
で
す
が
、
二
回
と
も
盛
況
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
講
座
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
含
め
、
ご
来
場
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
主
催
す
る

「
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
が
一
〇
月
一
〇
日

（
土
）、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
毎
年
、
医
療
経

営
管
理
学
科
が
学
科
教
員
の
研
究
成
果
を
地
域
社

会
と
医
療
福
祉
施
設
関
係
者
に
還
元
す
る
目
的
で

開
催
し
て
い
た
が
、
本
年
は
統
合
・
新
設
さ
れ
た

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
が
継
承
、
開
催

し
た
。

第
十
三
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
同

学
科
・
高
橋
泰
教
授
に
よ
る
「
基
礎
か
ら
学
ぶ
Ｄ

Ｐ
Ｃ：

調
整
係
数
廃
止
の
影
響
と
そ
れ
以
降
の
展

望
」
と
題
し
た
講
演
会
で
、
栃
木
県
内
や
茨
城
県
、

福
島
県
を
は
じ
め
と
す
る
近
県
の
医
療
福
祉
施
設

の
事
務
部
門
ス
タ
ッ
フ
ら
約
三
十
名
が
会
場
に
詰

め
か
け
た

高
橋
教
授
は
、
講
演
で
、
実
践
教
材
を
も
と
に

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、

廃
止
が
決
ま
っ
て
い
る
調
整
係
数
の
将
来
像
に
つ

い
て
、
医
療
制
度
改
革
や
民
主
党
へ
の
政
権
交
代

が
及
ぼ
す
影
響
と
と
も
に
詳
し
く
解
説
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
は
、「
急
性
期
医
療
は
出

来
高
払
い
廃
止
（
オ
ー
ル
包
括
払
い
導
入
）」
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
を
含
め
た
経
営
戦
略
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

に
よ
る
「
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ

ー
」
開
催

詰
め
か
け
た
受
講
者

か
ら
は
、「
今
後
は
、
地

域
に
お
け
る
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
い

う
役
割
と
自
覚
が
よ
り

一
層
必
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
助
教
　
中
田
健
吾
）

快
晴
の
十
月
十
日
（
土
）、
三
年
実
習
報
告
会
が

開
催
さ
れ
た
。
医
療
経
営
管
理
学
科
の
三
年
生
は
、

夏
休
み
の
四
週
間
、
医
療
福
祉
施
設
管
理
実
習
と

し
て
病
院
で
医
事
業
務
の
実
習
を
行
う
。
本
学
科

で
は
唯
一
の
、
現
場
か
ら
学
ぶ
貴
重
な
体
験
と
な

っ
て
い
る
。
実
習
報
告
会
は
三
年
生
の
成
長
の
証

し
で
あ
り
、
実
習
の
成
果
を
実
習
病
院
の
指
導
者

の
方
々
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
さ
ら
に
後
輩
の

二
年
生
に
対
す
る
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
毎
年

秋
に
実
施
し
て
い
る
。

当
日
は
実
習
病
院
の
職
員
の
方
を
お
招
き
し
、
三

十
六
施
設
各
十
五
分
の
口
演
発
表
を
行
っ
た
。
ス

ー
ツ
姿
で
発
表
す
る
三
年
生
た
ち
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
る
二
年
生
た
ち
、
総
勢
二

百
名
の
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。
会
場
で
は

座
長
の
教
員
と
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
の
鋭
い
質
疑
応

答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
廊
下
の
片
隅
に
は
原
稿
を

読
ん
で
練
習
す
る
三
年
生
の
姿
が
あ
り
、
学
会
発

表
の
よ
う
な
心
地
よ
い
緊
迫
感
が
あ
っ
た
。

実
習
病
院
の
ゲ
ス
ト
か
ら
は
数
々
の
励
ま
し
の
言

葉
と
助
言
を
い
た
だ
き
、
来
年
夏
の
再
会
を
約
束
し

て
、
今
年
度
の
実
習
報
告
会
は
無
事
終
了
し
た
。

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
加
藤
尚
子
）

三
年
実
習
報
告
会

14

薬
学
部
サ
ー
ク
ル
　
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ

薬
学
部
薬
学
科
　
三
年
　
杉
山
大
樹

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ
は
薬
学
部
の
学
生
の
サ
ー
ク
ル
で
、

同
じ
薬
剤
師
を
志
す
学
生
が
学
年
を
問
わ
ず
活
動

を
通
し
て
交
流
や
教
養
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
活
動
は
月
に
二
回
程
で
、
活
動
内

容
は
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

企
画
や
、
先
生
方
を
お
呼
び
し
て
親
交
を
深
め
た

り
、
薬
局
を
見
学
し
た
り
な
ど
、
学
生
が
興
味
の

あ
る
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
手
伝
い
や
他
校
の
薬
学
生
団
体

サ
ー
ク
ル
と
交
流
し
た
り
と
、
活
動
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ
は
、
薬
学
生
主
体
で
構
成
さ
れ
た

日
本
唯
一
の
全
国
組
織
「
薬
学
生
の
集
い
（
薬
つ

ど
）」
に
団
体
加
盟
し
て
い
ま
す
。「
薬
つ
ど
」
は

現
在
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ
の
他
に
も
私
大
の
薬
学
生
を
中

心
に
十
数
の
団
体
が
加
盟
し
て
お
り
、
意
見
交
換

や
交
友
関
係
も
広
く
、
と
て
も
良
い
経
験
の
で
き

る
場
で
す
。
こ
れ
ま
で
、「
薬
つ
ど
」
を
通
し
て
、

他
校
の
学
生
と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
や
、
製
薬
会
社
や
化
粧
品

会
社
の
研
究
者
の
方
の
お
話
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
服
薬
指
導
の
模
擬
演
習
、
生

薬
の
抽
出
や
国
立
感
染
症
研
究
所
見
学
な
ど
、
普

段
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ
の
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
製
薬

工
場
見
学
や
薬
局
見
学
、
ま
た
先
生
方
と
の
食
事

会
な
ど
の
案
が
現
在
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
薬

つ
ど
」
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
年
会
が

一
二
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
他
校
の
薬
学
生
と
交
流

し
た
い
方
や
、
薬
剤
師
と

し
て
の
未
来
、
医
療
に
つ

い
て
な
ど
、
貴
重
な
お
話

や
学
生
同
士
の
活
発
な
意

見
交
換
な
ど
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
薬
学
部

の
学
生
で
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

附
属
病
院 N

ew
s

:A
ffiliated

Facilities

施
設
イ
ン
フォメー
ション

附
属
病
院

▼　国際医療福祉大学塩谷病院



施設インフォメーション

山
王
病
院

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

一
〇
月
一
三
日
、
約
二
年
間
の
工
事
期
間
を

経
て
、
青
山
一
丁
目
駅
前
の
旧
山
王
メ
デ
ィ
カ

ル
プ
ラ
ザ
跡
地
に
新
し
く
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

八
階
建
の
建
物
は
、
落
ち
着
い
た
茶
色
の
外

観
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に
は
二
階
ま
で
吹

き
抜
け
の
大
き
な
窓
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
明

る
い
陽
射
し
が
天
井
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
大
理

石
の
床
、
木
目
調
の
壁
面
に
注
が
れ
て
お
り
、

ま
た
室
内
は
各
所
に
絵
画
を
設
置
し
、
絨
毯
や

壁
紙
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
病
院
に
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
よ
う
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
温
か

み
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
く
誕
生
し
た
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
、
女
性
腫

瘍
・
婦
人
科
疾
患
、
人
工
透
析
、
血
管
外
科
、

一
般
内
科
を
中
心
と
し
て
運
営
し
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
し
い
概
念
の
医
療
施
設
と
し
て
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
の
高
度
な
医
療
機

器
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
山
王
病
院
に
は
な
か
っ

た
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
、
3.0
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
、
最
新
の
医
療
機

器
を
導
入
し
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
健
康
を

お
守
り
す
る
と
と
も

に
、
女
性
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
・
婦
人
科
、
人

工
透
析
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
一
階
の
一
般
外

来
診
療
で
は
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
の
フ

ォ
ロ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
一
般
外
来
患
者

様
の
医
療
相
談
や
、
診
療
に
対
応
で
き
る
外
来

診
察
室
も
完
備
し
て
お
り
ま
す
。
徒
歩
三
分
の

場
所
に
位
置
す
る
山
王
病
院
は
も
と
よ
り
、
グ

ル
ー
プ
関
連
施
設
で
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病

院
で
も
あ
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
と

も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
疾
患
を
引
き
起
こ

す
リ
ス
ク
に
適
切
に
対
処
で
き
る
最
新
の
医
療

を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

開
設
に
先
立
ち
、
一
〇
月
九
日
に
は
病
院
見

学
会
と
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て

開
院
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
参
加

者
の
皆
様
方
か
ら
数
多
く
の
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

医
学
は
今
や
、
病
気
に
な
る
前
の
リ
ス
ク
を

抱
え
た
状
況
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切

な
生
活
指
導
、
時
に
は
予
防
的
治
療
を
開
始
し

て
皆
様
の
健
康
を
お
守
り
す
る
、
予
防
医
療
を

主
体
と
す
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
当
院
は

今
後
、
充
実
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
最
新
の
設
備
、

最
先
端
で
専
門
性
の
高
い
診
断
・
診
療
能
力
を

持
っ
た
医
療
機
関
と
し
て
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
、
医
師
、
看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、

事
務
職
を
含
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
院
長
　
天
野
　
隆
弘

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て

職
員
の
ス
キ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
現

す
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
講
習
会
や
研
修
を

受
け
る
機
会
を
設
け
て
お
り
、
時
に
は
、
院
外

か
ら
講
師
の
方
を
招
い
て
研
修
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

よ
り
実
践
的
な
技
術
の
取
得
、
情
報
の
共
有

を
目
的
に
開
か
れ
る
講
習
会
に
は
、「
化
学
療
法

セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
」
が
あ
り
、

院
内
の
医
師
が
講
師
と
な
り
、
定
期
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。「
化
学
療
法
セ
ミ
ナ
ー
」
で

は
、
大
腸
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
化
学
療
法
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
各

分
野
の
専
門
医
師
に
よ
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
、

「
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
」
で
は
、
実
技
と
テ
ス
ト
に
よ

り
、
一
次
救
急
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
院
内
感
染
対
策
委
員
会
や
医
療
安
全

管
理
委
員
会
な
ど
の
委
員
会
が
主
催
し
て
、
全

職
員
を
対
象
と
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
勉

強
会
や
医
療
安
全
講
習
会
を
通
し
て
最
新
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
看
護
部
や
事
務
部
な
ど
、
部

署
ご
と
に
も
研
修
が
あ
り
ま
す
。

事
務
部
で
は
先
日
、
マ
ナ
ー
研
修
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を

招
い
て
、
病
院

内
の
普
段
の
様

子
を
見
て
い
た

だ
き
、
現
状
を

把
握
し
ま
し

た
。
現
在
は
、

そ
の
問
題
点
を

掘
り
下
げ
て
、

具
体
的
な
研
修

の
企
画
を
検
討

中
で
す
。

看
護
部
で
は
、
十
月
初
旬
に
卒
業
後
四
年
以

上
の
看
護
師
を
対
象
と
し
て
、
コ
ー
チ
ン
グ
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、「
自
分
を
大
切
に
し
、
人
を
活
か

す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
コ
ー
チ
ン
グ
を
部

下
育
成
に
活
用
す
る
た
め
に
〜
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
新
人
看
護
師
や
後
輩
看
護
師
へ
の
指
導
、

支
援
と
い
う
関
わ
り
の
中
で
、
相
手
の
や
る
気

を
引
き
出
す
た
め
に
必
要
な
態
度
や
具
体
的
な

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
看
護
部
で
は
、
新
人
看
護
師
研

修
や
技
術
に
関
す
る
研
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

経
年
別
研
修
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
、
プ
リ

セ
プ
タ
ー
研
修
な
ど
も
行
わ
れ
、
ま
た
、
看
護

補
助
者
研
修
と
い
っ
た
職
種
別
研
修
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
化
研
病
院
で
は
、
部
署
や
委
員

会
が
主
体
と
な
り
、
様
々
な
研
修
や
講
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
し
て
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
人
事
課
　
吉
田
亜
希
子
）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

院
内
研
修
会

七
月
二
九

日
、
学
術
図
書

委
員
会
主
催
に

よ
る
第
二
〇
回

院
内
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
第

一
回
に
あ
た

り
、
六
月
に
病

院
長
に
就
任
し

た
小
川
聡
院
長

が
「
心
房
細
動
診
療
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
に
起

り
得
る
例
を
上
げ
て
の
分
か
り
や
す
い
お
話
に
、

九
〇
名
を
超
え
る
職
員
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し

た
。今

後
も
職
員
の
関
心
の
深
い
テ
ー
マ
で
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

心
肺
蘇
生
訓
練
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
研
修
会

医
療
安
全
対
策
室
は
、
当

院
の
医
療
安
全
に
関
す
る
本

年
度
の
重
点
目
標
の
一
つ
と

し
て
、「
突
発
的
に
起
こ
る

心
肺
停
止
に
対
し
、
職
員
が

い
つ
で
も
迅
速
か
つ
的
確
に

対
処
で
き
る
よ
う
、
全
職
員

の
心
肺
蘇
生
技
術
習
得
」
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
五
月
か
ら
隔
週
で
ス
タ

ー
ト
し
た
の
が
「
Ｂ
Ｌ
Ｓ
研

修
会
」
で
す
。
講
師
は
、
当
院
看
護
部
手
術
室

蛯
原
大
作
看
護
師
（
Ａ
Ｈ
Ａ
‐
Ｂ
Ｌ
Ｓ
／
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
で
、

初
期
救
命
活
動
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
発
信

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
指
導
し

ま
す
。

一
〇
月
五
日
で
開
催
八
回
目

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
二
五
一

名
の
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

受
講
し
た
職
員
に
は
、
当
院
特

製
の
「
シ
ー
ル
」
と
「
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
Ｂ
Ｌ
Ｓ
ヘ
ル
ス

ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
認
定
が
受
け
ら
れ
る
「
Ｂ

Ｌ
Ｓ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
」
も
開
催
し
て
お

り
、
現
在
二
十
名
の
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

【
講
師
蛯
原
看
護
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

今
回
、
全
職
員

に
向
け
て
Ｂ
Ｌ
Ｓ

研
修
を
行
う
理
由

は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆

さ
ん
の
救
命
処
置

の
知
識
・
や
り
方

を
統
一
し
、
一
つ
に
し
よ
う
と
い
う
想
い
が
あ

り
ま
す
。
緊
急
時
、
偶
然
居
合
わ
せ
た
人
の
処

置
の
し
か
た
が
違
う
と
混
乱
を
招
き
、
一
分
一

秒
と
い
う
と
て
も
大
切
な
時
間
を
無
駄
に
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
い
ざ
と
い
う

時
、
同
じ
職
場
の
誰
と
で
も
ど
こ
で
も
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
近
な

人
、
大
切
な
家
族
を
守
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
い
。
今
後
は
、
研
修
会
に
留
ま
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
現
場
で
の
処
置
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

【
第
四
一
回
熱
海
病
院
院
内
学
術
懇
話
会
】

当
院
で
は
院
内
学

術
懇
話
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、
各
部
署

間
の
情
報
交
換
や
各

職
員
の
技
術
レ
ベ
ル

の
向
上
に
役
立
て
て

お
り
ま
す
。

九
月
二
五
日（
金
）

に
第
四
一
回
目
の
院

内
学
術
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
約
九
〇
名
の
職

員
の
参
加
に
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

演
題
は
左
記
の
通
り
で
す
。

臨
床
検
討
会
（
司
会：

北
村
創
　
病
理
学
教
授
）

・
米
国
感
染
症
学
会
（
Ｉ
Ｄ
Ｓ
Ａ
）
カ
ン
ジ
ダ

症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
九

重
久
秀
史
（
大
日
本
住
友
製
薬
株
式
会
社
）

・
転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
「
お
鈴
様
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
行
方

石
切
山
千
恵
、
松
下
洋
子
、
武
田
七
重

（
五
階
病
棟
）

・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
機
器
　
ｉ
‐
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
１
（
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｍ
８
＋
）
有
用
性
と
性
能
評
価

加
藤
和
彦
、
畠
山
令
、
塚
田
真
一
、
進
藤

達
也
、
〆
谷
直
人
（
臨
床
検
査
部
）

死
亡
症
例
検
討
会
（
司
会：

重
政
朝
彦
　
内
科

教
授
）

・
末
期
腎
・
心
不
全
の
七
〇
歳
患
者
例

担
当
医：

栗
山
学
（
泌
尿
器
科
教
授
）

【
第
一
四
回
院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
】

九
月
四
日
（
金
）、
一
八
日
（
金
）
の
二
日
間

に
渡
り
、
当
院
地
下1

階
の
大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
一
四
回
　
院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看

護
学
科
　
操
　
華
子
教
授
　
司
会
の
も
と
、
感

染
予
防
策
に
つ
い
て
実
演
も
交
え
な
が
ら
講
義

し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
季
節

を
問
わ
ず
感
染

拡
大
を
見
せ
て

お
り
、
ま
た
従

来
の
季
節
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
時
期
も

目
前
に
迫
っ
て

い
る
中
で
の
講

習
会
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
二

日
間
で
約
二
五

〇
名
の
職
員
が
参
加
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
左
記
の
通
り
で
す
。

【
講
演
一
】

標
準
予
防
策
・
経
路
別
予
防
策
に
つ
い
て

三
田
病
院
　
Ｉ
Ｃ
Ｎ
　
児
玉
看
護
師

【
講
演
二
】

正
し
い
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
着
脱
の
実
際

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
　
操
教

授
、
渡
邉
講
師

【
講
演
三
】

正
し
い
手
指
衛
生
に
つ
い
て

モ
レ
ー
ン
株
式
会
社（

総
務
課
　
篠
原
拓
真
）
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臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

附
属
病
院

附
属
病
院

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/



「
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

那
須
こ
ど
も
の
家
」

起
工
式

九
月
三
〇
日
、
平
成
二
二
年
春
の
開
設
に
向

け
て
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設
さ
れ
る
「
情

緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
　
那
須
こ
ど
も
の
家
」

の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
虐
待
や
家
庭
・
学
校
等
で
の

人
間
関
係
が
原
因
で
、
集
団
生
活
な
ど
に
困
難

を
き
た
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
生
活
指
導
お

よ
び
心
理
治
療
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省

が
全
国
の
都
道
府
県
に
設
置
を
計
画
し
て
い
る

も
の
で
、
栃
木
県
内
の
初
の
施
設
と
し
て
、
社

会
福
祉
法
人
邦
友
会
が
運
営
に
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お

お
た
わ
ら
風
花
苑
」
に
隣
接
す
る
土
地
に
三
階

建
て
の
治
療
棟
と
市
立
の
小
中
学
校
の
分
校
と

な
る
平
屋
建
て
の
教
育
棟
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
北
島
政
樹
学
長
、
谷
修
一
邦
友
会
副

理
事
長
を
は
じ
め
、
栃
木
県
や
大
田
原
市
、
地
元

自
治
会
の
方
々
、
工
事
関
係
者
な
ど
が
多
数
参
列

さ
れ
、
厳
か
に
工
事
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
下
泉
秀
夫
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
こ
の
施
設
は
本
学
の
校
内
に
で
き
る
の
で
、
医

療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
な
ど
で
児
童
福

祉
の
勉
強
を
す
る
学
生
や
、
大
学
院
で
臨
床
心

理
士
の
勉
強
を
す
る
学
生
に
と
っ
て
、
良
い
臨

床
実
習
の
場
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
学
生
た
ち
が

広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

（
東
京
事
務
所
　
広
報
室
）

書
評

ひ
か
り
の
足
跡

〜
ハ
ン
セ
ン
病
・
精
神
障
害
と
わ
が
師
わ
が
友
〜

大
谷
藤
郎

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
建
学
の
基
に
大
谷
藤

郎
総
長
の
「
共
に
生
き
る
社
会
」
と
い
う
理
念

が
あ
る
こ
と
は
こ
の
大
学
の
学
生
・
教
職
員
な

ら
ば
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
病
気
や
障
害
を
も

つ
人
も
も
た
な
い
人
も
、
お
互
い
に
人
間
と
し

て
の
権
利
を
平
等
に
認
め
合
い
、
助
け
合
っ
て

生
き
る
社
会
の
実
現
が
究
極
の
願
い
で
あ
る
と

常
々
著
者
は
語
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
思

想
の
背
景
に
あ
る
厚
生
省
現
役
時
代
か
ら
抱
き

続
け
た
ハ
ン
セ
ン
病
、
精
神
障
害
そ
の
他
難
病

な
ど
の
重
い
病
気
や
障
害
を
も
つ
人
た
ち
に
対

す
る
ス
テ
イ
グ
マ
の
存
在
と
そ
れ
に
立
ち
向
か

う
著
者
の
強
い
信
念
が
縷
々
語
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
著
者
の
思
想
形
成
に
直
接
影
響
を
も
た

ら
し
た
人
々
の
ひ
か
り
輝
く
存
在
と
業
績
を
、

本
書
の
題
名
で
あ
る
「
ひ
か
り
の
足
跡
」
と
し

て
残
し
、
伝
え
て
お
き
た
い
と
の
強
い
思
い
が

心
に
響
く
。

著
者
が
生
涯
に
わ
た
る
師
と
崇
め
る
小
笠
原

登
・
秀
実
先
生
兄
弟
は
、
嫌
わ
れ
恐
れ
ら
れ
た

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
平
等

に
接
し
、「
社
会
に
は
そ
の
人
か
ら
で
な
け
れ
ば

学
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
著
者
に
言
わ
し
め

る
ほ
ど
の
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。「
共
に
生
き
る

社
会
」
の
理
念
の
下
に
学
ぶ
学
生
た
ち
で
あ
れ

ば
、
本
書
を
読
み
、
著
者
の
思
想
と
そ
の
背
景

に
心
を
近
づ
け
て
ほ
し
い
。

（
杉
原
素
子
）

IUHW 2009.11.2719

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

▼　福岡山王病院

施設インフォメーション
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福
岡
山
王
病
院

福
岡
山
王
病
院
は
、
五
月
の
開
院
か
ら
約
半

年
を
経
過
し
ま
し
た
。
開
院
以
来
、「
質
の
高
い

医
療
と
快
適
な
療
養
環
境
を
備
え
た
先
進
的
な

病
院
」
と
い
う
当
病
院
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
市
民

の
方
々
に
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一

の
目
標
と
し
て
病
院
職
員
総
ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
認
知
度
が
次
第
に
高
ま
っ
て

い
る
〝
手
ご
た
え
〞
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
認
知
度
ア
ッ

プ
」
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
病
院
内
の

福
岡
山
王
ホ
ー
ル

で
開
催
し
て
い
る

「
健
康
講
座
」
で

す
。
当
病
院
の
特

徴
あ
る
診
療
科
目

ご
と
の
医
師
が
講

師
を
務
め
て
第
一
回
目
の
七
月
四
日
か
ら
十
月

ま
で
に
毎
月
一
〜
二
回
の
ペ
ー
ス
で
計
五
回
開

催
し
ま
し
た
。
福
岡
都
市
圏
の
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
講
座
案
内
を
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
毎
回
二
百
名
前
後
を
数

え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
毎
回
五
十
名
前
後
の

方
が
診
察
券
発
行
を
希
望
さ
れ
、
外
来
受
診
者

増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

講
座
と
院
内
見
学
（
三
回
目
ま
で
）
を
セ
ッ

ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
の
方
々
に
直
接
、

ホ
テ
ル
仕
様
の
病
室
な
ど
病
院
施
設
を
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
、
講
演
後
に
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
優
秀
な
医
師
団
に
気
軽
に
相
談
に

の
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
好
評
の
要
因
の
よ
う

で
す
。
講
座
の
開
催
日
は
毎
回
土
曜
日
な
の
で

す
が
、
会
場
設
営
、
受
付
、
院
内
誘
導
、
見
学

コ
ー
ス
案
内
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
各

部
局
の
事
務
職
員
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
参
加
者
か

ら
の
要
望
に
お
応
え
し
て
今
後
も
同
規
模
の
健

康
講
座
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
の
報
道
内

容
が
当
初
の

「
新
し
い
病
院

の
紹
介
」
か

ら
「
当
病
院

の
医
療
内
容
」

に
踏
み
込
ん

だ
報
道
に
変

わ
っ
て
き
た

こ
と
も
、「
優

秀
な
医
師
が
揃
っ
た
質
の
高
い
病
院
」
と
し
て

浸
透
し
て
い
る
一
助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

診
療
・
治
療
に
つ
い
て
も
実
績
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ー
ト
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
で

の
不
整
脈
治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
心
筋
焼
灼
術
）
の
施
術
件
数
は
開
院
か
ら

五
か
月
（
九
月
三
十
日
）
で
一
〇
〇
例
に
達
し

ま
し
た
。
産
婦
人
科
の
内
視
鏡
手
術
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

の
各
部
門
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

診
療
内
容
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
充
実
を
図

っ
て
お
り
医
師
数
も
増
員
さ
れ
、
十
月
に
不
妊

症
治
療
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
血
液
透
析
・
腎
臓
内

科
外
来
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
発
達

障
が
い
リ
ハ
ビ
リ
、
肥
満
外
来
、
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
順
次
、
実
施

す
る
予
定
で
す
。（
広
報
部
長
　
林
田
　
好
弘
）

高
木
病
院

乳
が
ん
の
撲
滅
と
検
診
の
早
期
受
診
を
啓
蒙
・

推
進
す
る
た
め
に
世
界
規
模
で
行
わ
れ
る
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
十
月
は
が
ん
検

診
強
化
月
間
と
し
て
全
国
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
第
三
日
曜
日
は

「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ

ー
」
と
称
し
て
全
国
ど
こ
で
も
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
診
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
院
も
こ
の
活

動
に
賛
同
し
て
乳
が
ん
検
診
を
開
催
、
視
触
診
＋

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

未
経
験
者
の
み
）
を
限
定
四
○
名
、
検
診
費
用

一
五
○
○
円
で
行
い
ま
し
た
。
応
募
は
四
〇
名
の

募
集
に
対
し
八
〇
名
を
超
え
、
乳
が
ん
検
診
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
当
日
は
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
の
フ
ロ
ア
を
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
か

ざ
り
、
保
健
指
導
や
が
ん
予
防
の
た
め
の
食
育
レ

シ
ピ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
説
明
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
乳
が
ん
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
も
掲
示
し
ま
し
た
。
受
診
者
の
皆
さ
ん
は

は
じ
め
緊
張
で
不
安
な
顔
で
し
た
が
、
保
健
指
導

や
検
査
説
明
を
受
け
る
う
ち
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た

よ
う
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
で
は
「
思
っ

た
よ
り
も
痛
く
な
か
っ
た
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る

方
も
い
ま
し
た
。
受
診
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
日

曜
日
に
検
診

で
き
た
こ
と

や
低
価
格
、

医
師
・
放
射

線
技
師
を
は

じ
め
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
女

性
で
あ
っ
た
こ
と
」
な
ど
が
好
評
で
「
が
ん
に
対

す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
い
」
と
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
保
健
指
導
を
通
し
て
「
乳

が
ん
と
は
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
が
ん
、

早
期
発
見
で
治
す
こ
と
の
で
き
る
が
ん
」
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、

実
際
に
検
査
を

体
験
し
て
そ
の

必
要
性
を
感
じ
、

定
期
的
な
検
診

受
診
を
お
勧
め

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
院
で
も

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
で
乳
が
ん
検
診
を
受
け
付
け

て
お
り
、
外
来
で
も
外
科
担
当
医
に
よ
る
精
密
検

査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
査
・
エ
コ
ー

検
査
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
な

ど
）
お
よ
び
治
療

（
切
除
手
術
・
化
学

療
法
・
放
射
線
治
療

な
ど
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

現
在
日
本
女
性
の

二
○
人
に
一
人
が
乳
が
ん
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
い

罹
患
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
現
状

の
背
景
に
は
、
乳
が
ん
へ
の
知
識
不
足
や
乳
が
ん

検
診
の
実
施
体
制
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ

ー
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
乳
が
ん
へ
の
知

識
を
深
め
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
意
識
し
、
検

診
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
放
射
線
室
　
宮
内
　
和
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

■私のおすすめ本

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

医
療
福
祉
学
部
医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
学
部
長
・
学
科
長

丸
木
一
成

の
おすすめ
本

私 第13回
「
34
歳
で
が
ん
は
な
い
よ
ね
？
」

読
売
新
聞
社
会
保
障
部
記
者
　
本
田
麻
由
美

エ
ビ
デ
ン
ス
社
、
一
五
七
五
円若

く
し
て
乳
が
ん
患

者
と
な
り
、
再
発
転
移

の
脅
威
と
闘
う
本
田
記

者
の
「
揺
れ
る
心
の
軌

跡
」
が
、
包
み
隠
さ
ず

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
乳
が
ん
告
知
を

受
け
、
思
わ
ず
夫
に
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
だ
が
、
当

初
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
抵
抗
を
感
じ
た
と
い
う
。

最
初
の
手
術
か
ら
五
年
、
多
く
の
患
者
、
専
門
家

を
取
材
し
た
筆
者
に
は
、
三
四
歳
の
が
ん
は
珍
し

く
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
だ
け
に
「
私
の
愚

か
さ
を
露
呈
す
る
だ
け
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

編
集
者
か
ら
「
ベ
テ
ラ
ン
患
者
に
な
っ
ち
ゃ
だ

め
。
ま
さ
か
私
が
ー
ー
こ
の
年
で
と
誰
で
も
感
じ

る
も
の
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
説
得
さ
れ
、

死
の
不
安
に
苛
ま
れ
な
が
ら
取
材
し
、
求
め
た
い

医
療
や
社
会
の
姿
を
考
え
て
記
事
を
書
き
続
け
る

自
ら
へ
の
戒
め
と
し
て
受
け
入
れ
た
と
い
う
。

本
書
は
、
こ
の
筆
者
の
思
い
が
全
編
に
貫
か
れ

て
い
る
。
信
頼
で
き
る
乳
が
ん
専
門
医
と
の
出
会

い
。
局
所
再
発
で
そ
の
主
治
医
に
不
信
感
を
抱
き

そ
う
に
な
る
が
、
他
の
専
門
医
か
ら
医
療
の
限
界

を
教
え
ら
れ
る
。
卵
巣
転
移
が
疑
わ
れ
、
紹
介
先

で
受
け
た
検
査
で
、
依
頼
医
に
あ
て
た
画
像
と
封

印
さ
れ
た
手
紙
を
託
さ
れ
る
。
手
元
に
あ
り
な
が

ら
中
身
が
見
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
。
患
者
の
不

安
は
考
慮
さ
れ
ず
、「
医
療
情
報
は
誰
の
も
の
か
」

と
疑
問
を
持
つ
。
柳
田
邦
男
氏
の
「
闘
病
は
情
報

戦
の
時
代
。
正
し
い
情
報
を
得
た
上
で
、
治
療
法

の
選
択
、
生
き
方
を
考
え
る
」
の
言
葉
は
、
治
療

法
の
選
択
に
悩
む
多
く
の
が
ん
患
者
に
と
っ
て
励

ま
し
と
な
る
だ
ろ
う
。
患
者
の
心
を
知
る
上
で
、

医
療
関
係
者
に
も
お
勧
め
し
た
い
。

保健師による保健指導

乳がん触診モデルで乳が
んのしこりを確認

医師はじめ全員女性のスタッ
フで対応しました

毎回好評の健康講座

カテーテルアブレーション100例達成

奥の建物がおおたわら風花苑

大田原神社宮司による起工式の様子
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、スカパー! の774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

Ｄ・Ｅ・Ｆ棟の外壁塗装工事が終了！
新たな外壁が後期授業開
始と同時にお披露目とな
りました。薄いピンクと
こげ茶、緑に彩られた校
舎は、秋の空に一層映
え、学生達も気持ち新た
に授業にさらに身が入る
ことでしょう。

総務課　河口

お知らせ IUHW Hot News

第一線で活躍する人の新たな挑戦

医療と福祉の連携　新たな挑戦

超高齢化社会を迎え、医療と福祉（介護）の連携はます
ます重要になっています。在
宅医療、訪問介護、ターミナル
ケアなどその形態は多様です
が、そこから新たな地域コミ
ュニティーも芽生えています。
第一線で活躍する人や団体リ
ーダーが、様々な挑戦を紹介
します。
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国際医療福祉大学大学院乃木坂スクール ～医療福祉に関心があり、最新の医療事情を学びたい方に～

コーディネーター　水巻中正氏（本学大学院教授）：左

ケアマネジャーと介護の質の向上をめざして

ケアマネジメント・認知症ケア・介護予防のための講座
～理論と実例研究～

利用者の調査では、ケアマネジャーの満足度は徐々に低
下しつつあり、他方、特別養護老人ホームなどでの身体拘

束なども摘発され、老人保健
施設の在宅復帰率もきわめて
低いといえましょう。平成18
年度の介護保険見直しを受け、
自立支援について根本から学
び直します。
コーディネーター　
竹内孝仁氏（本学大学院教授）

元
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
で
解
説
委
員
の

黒
岩
祐
治
氏
が
、
十
月
一
日
よ
り
国
際
医
療
福
祉

大
学
大
学
院
の
教
授
（
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
分
野
）
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

黒
岩
教
授
は
約
一
五
年
間
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め

た
「
新
報
道
二
〇
〇
一
」
に
お
い
て
救
急
医
療
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
救
急
救
命
士
の
誕
生
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
る
一
方
、
ご
自
身
の
経
験
か
ら

著
書
『
末
期
ガ
ン
な
の
に
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
、
苦

し
ま
ず
に
逝
っ
た
父
』
を
発
表
。
東
洋
医
学
と
西

洋
医
学
を
併
用
し
た
治
療
が
父
親
に
奇
跡
的
な
回

復
を
も
た
ら
し
た
経
験
か
ら
、
両
医
学
の
融
合
に

関
心
を
注
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
（
医
療
福
祉
チ

ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
）
の
副
社
長
と
し
て
、
新
番
組

の
開
発
に
も
あ
た
ら
れ
ま
す
。

（
東
京
事
務
所
　
広
報
室
）

「
七
年
前
よ
り
客

員
教
授
だ
っ
た
ご

縁
も
あ
り
、
こ
の

た
び
二
九
年
半
の

フ
ジ
テ
レ
ビ
社
員

生
活
に
区
切
り
を

つ
け
て
、
本
格
的
に
、
こ
の
大
学
の
一
員
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
院
の
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

分
野
と
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
を
融
合
さ

せ
、
大
学
院
生
に
実
際
に
番
組
制
作
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
授
業
を

行
な
い
、
双
方
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。」

（
黒
岩
祐
治
教
授
よ
り
）

黒
岩
祐
治
氏
が
国
際
医
療
福

祉
大
学
大
学
院
教
授
に
着
任

◆774視聴者特典　無料配信中！
医療福祉専門チャンネル動画配信サイト
医療福祉eチャンネル
www.ch774.com/

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――
スカパー! の774チャンネルでご視聴いただけます。
○視聴料･･･月額2,100円（他、スカパー! 加入料2,940円（初回のみ）
・スカパー! 月額基本料410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴
の制度があります。下記までお問い合わせください。
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